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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
四
十
一
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
石
川
了
一
、
は
じ
め
に
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
狂
歌
作
者
に
つ
い
て
は
、
群
衆
作
家
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
今
も
っ
て
狩
野
快
庵
氏
『
狂
歌
人
名
辞
書』
(
文
行
堂
・
広
田
書
店
、
昭
和
三
年)
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
同
書
に
て
努
め
て
典
拠
を
示
そ
う
と
さ
れ
た
同
氏
の
配
慮
に
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
伝
記
内
容
が
知
り
た
い
場
合
な
ど
実
に
有
益
で
感
謝
に
堪
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
典
拠
群
の
中
に
は
、
私
な
ど
に
と
つ
て
は
未
見
の
書
物
が
ま
ま
交
じ
っ
て
い
る
。『
諸
家
小
伝
録』
し
か
り
、『
通
称
録』
し
か
り
で
あ
る
。さ
て
先
頃
、
畏
友
・
服
部
仁
氏
よ
り
右
の『
諸
家
小
伝
録』
の
所
在
を
知
っ
て
い
る
か
、
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
閲
覧
し
た
記
憶
が
な
い
旨
を
答
え
る
と
、
近
時
の
高
橋
章
則
氏
『
江
戸
の
転
勤
族
代
官
所
手
代
の
世
界
』
(
平
凡
社
選
書
、
平
成
十
九
年)
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
の
ご
教
示
を
得
た
。
手
元
の
同
著
を
急
ぎ
再
読
す
る
に
、
初
編(
初
会)
が
福
島
県
立
図
書
館
蔵
、
第
四
編
か
ら
完
結
の
八九
編
ま
で
が
仙
台
市
博
物
館
阿
部
次
郎
文
庫
蔵
と
見
え
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
第
二
、
三
編
の
所
在
は
不
明
の
よ
う
だ
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
架
蔵
本
の
中
に
も
同
じ
よ
う
な
書
名
の
一
冊
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
取
り
出
し
て
み
る
と
、
何
と
そ
の
欠
け
て
い
る
内
の
第
三
編
だ
っ
た
。
内
題
を｢
狂
歌
小
伝
録｣
と
い
う
こ
の
一
冊
は
、
原
題
簽
に｢
諸
家
小
伝
録｣
と
あ
る
。
狂
歌
本
と
し
て
内
題
の
記
憶
は
あ
っ
た
も
の
の
、
分
野
を
特
定
し
て
い
な
い
外
題
は
す
っ
か
り
失
念
し
て
い
た
。
念
の
た
め
に
高
橋
氏
同
様
、
改
め
て
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
し
て
み
る
と
、
新
た
に
徳
島
県
立
図
書
館
森
文
庫
に
も
そ
の
第
六
編
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
同
資
料
館
の
日
本
古
典
資
料
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
そ
の
森
文
庫
本
調
査
カ
ー
ド
も
公
表
さ
れ
て
い
た
。
結
局
、
第
二
編
の
み
は
所
在
不
明
な
が
ら
、
そ
の
他
は
全
編
に
わ
た
っ
て
そ
の
原
本
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
二
、
書
誌
解
題
初
め
に
お
断
り
し
て
お
く
と
、
所
見
各
編
い
ず
れ
に
も
序
・
跋
・
刊
記
が
な
く
て
、
挿
絵
も
な
け
れ
ば
全
丁
に
わ
た
っ
て
匡
郭
も
な
い
。
参
考
ま
で
に
菅
竹
浦
氏
『
狂
哥
書
目
集
成』
(
星
野
書
店
、
昭
和
十
一
年)
を
見
る
に
、｢
諸
家
小
伝
録
中(
本)
九(
冊)
檜
園
梅
明(
撰)
同(
天
保
九)
年
江
戸
・
檜
垣
連｣
と
あ
る
(
刊
年
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る)
。
内
容
構
成
は
各
編
と
も
、
原
本
に
は
名
称
記
載
が
な
い
も
の
の
私
に
名
付
け
る｢
月
並
狂
歌
集
の
部｣
と｢
小
伝
集
の
部｣
か
ら
成
る
。
そ
の
ど
ち
ら
が
先
に
配
さ
れ
て
い
る
か
は
編
に
よ
っ
て
異
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
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な
り
、
か
つ
そ
の
両
部
い
ず
れ
に
も
冒
頭
書
名
が
あ
り
、
ま
た
月
並
狂
歌
集
の
部
に
は
末
尾
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
編
も
あ
る
の
で
、
便
宜
上
そ
の
冒
頭
書
名
す
べ
て
を
内
題
と
呼
び
、
各
末
尾
書
名
す
べ
て
を
尾
題
と
し
て
扱
う
。
月
並
狂
歌
集
の
部
は
所
見
本
各
編
す
べ
て
、
先
に
檜
園(
竜
の
門)
梅
明
撰
の
部
が
あ
り
、
そ
の
後
に


居
亀
世
撰
の
部
が
配
置
さ
れ
る
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
撰
者
は
梅
明
単
独
で
は
な
く
、
厳
密
に
い
え
ば
梅
明
と
亀
世
の
二
人
で
あ
る
。
ま
た
編
者
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
小
伝
集
の
部
に
お
け
る
所
収
狂
歌
作
者
数
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
編
単
位
で
の
延
べ
人
数
を
付
記
す
る
が
、
一
部
に
は
記
述
内
容
が
異
な
る
重
出
者
も
い
る(
次
章｢
小
伝
集
の
部｣
で
は
、
後
述
す
る
三
桁
番
号
を
以
て
重
出
者
を
も
補
記
し
た)
。
総
編
数
は
確
か
に
全
九
編
な
が
ら
、
そ
の
第
八
、
九
編
は
合
併
編
な
の
で
冊
数
と
し
て
は
全
八
冊(
合
冊
の
仙
台
市
博
物
館
本
に
は
、
冊
単
位
で
原
装
の
角
裂
れ
が
残
っ
て
い
る)
で
あ
る
。
以
下
に
各
編
の
書
誌
を
列
記
す
る
が
、
柱
刻
の
｢(
印)｣
と
は
檜
垣
連
の
｢
｣
を
指
す
。
ま
た
原
本
未
見
の
第
二
編
(
会)
に
つ
い
て
は
、
そ
の
番
付
(
梅
明
・
亀
世
撰
、
天
保
九
年
十
一
月
十
六
日
春
友
亭
披
講)
が
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵｢
狂
歌
番
附｣
七
十
枚
中
に
あ
る
こ
と
を
、
高
橋
氏
が
前
掲
著
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
文
は
全
編
す
べ
て
、
月
並
狂
歌
集
の
部
と
小
伝
集
の
部
と
も
に
半
丁
十
一
行
で
あ
る
。
初
編
中
本(
縦
一
八
・
〇
糎
×
横
一
二
・
三
糎)
一
冊
。
福
島
県
立
図
書
館
蔵
。
図
書
請
求
番
号｢
九
一
一
・
一
九
／
Ｋ
五｣
。
原
表
紙

淡
香
色
布
目
地
に
薄
茶
の
横
刷
毛
。
原
題
簽

双
枠
内
に｢
諸
家
小
伝
録
壱｣
。
字
高

一
四
・
七
糎
。
本
文

①
月
並
狂
歌
集
の
部(
檜
園
梅
明
撰
、


居
亀
世
撰)
内
題｢
諸
家
小
伝
録
初
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
一
〜
二
十
一)｣
。
※
末
尾
に
宝
亀
園
主
人
撰｢
当
座｣
を
付
す
。
②
小
伝
集
の
部(
所
収
狂
歌
作
者
延
べ
十
三
名)
内
題｢
諸
家
小
伝
録｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
伝
ノ
一
、
伝
二
〜
伝
五)｣
。
二
編
原
本
未
見
。
三
編
中
本(
縦
一
八
・
〇
糎
×
横
一
二
・
四
糎)
一
冊
。
架
蔵
。
原
表
紙

淡
香
色
地
に
薄
茶
の
横
刷
毛
。
原
題
簽

双
枠
内
に｢
諸
家
小
伝
録
三｣
。
字
高

一
五
・
〇
糎
。
本
文

①
小
伝
集
の
部(
所
収
狂
歌
作
者
延
べ
十
三
名)
内
題｢
狂
歌
小
伝
録
三
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
伝
一
〜
伝
七)｣
。
②
月
並
狂
歌
集
の
部(
竜
の
門
梅
明
撰
、


居
亀
世
撰)
内
題｢
諸
家
小
伝
録
三
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
一
〜
二
十
一)｣
。
※
末
尾
に
水
遊
園
大
人
判｢
当
座
難
波
冬｣
と
宝
市
亭
大
人
判｢
同
都
春｣
を
付
す
。
四
編
〜
八九
編
中
本
(
縦
一
七
・
八
糎
×
横
一
二
・
〇
糎)
合
一
冊
。
仙
台
市
博
物
館
阿
部
次
郎
文
庫
蔵
。
虫
損
が
目
立
つ
。
図
書
請
求
番
号
｢
阿
／
二
二
二｣
。

四
編
中
本
一
冊
。
原
表
紙

淡
香
色
地
に
薄
茶
の
横
刷
毛(
た
だ
し
第
何
編
の
も
の
か
不
明)
。
原
題
簽

双
枠
内
に｢
諸
家
小
伝
録｣
と
あ
り
、
こ
れ
以
下
破
損
。
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字高

一
四
・
七
糎
。
本
文

①
小
伝
集
の
部(
所
収
狂
歌
作
者
延
べ
十
八
名)
内
題｢
狂
歌
小
伝
録
四
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
伝
一
〜
伝
七)｣
。
②
月
並
狂
歌
集
の
部(
檜
園
梅
明
撰
、


居
亀
世
撰)
内
題｢
狂
歌
小
伝
録
四
会｣
。
尾
題｢
狂
歌
小
伝
録
四
会
終｣
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
一
〜
二
十
一)｣
。
※
末
尾
に
檜
珍
主
人
撰｢
当
座
江
戸
春｣
と
加
茂
の
屋
主
人
撰｢
同
初
鰹｣
を
付
す
。
五
編
中
本
一
冊
。
字
高

一
四
・
八
糎
。
本
文

①
小
伝
集
の
部(
所
収
狂
歌
作
者
延
べ
十
四
名)
内
題｢
狂
歌
小
伝
録
五
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
伝
一
〜
伝
七)｣
。
②
月
並
狂
歌
集
の
部(
檜
園
梅
明
撰
、


居
亀
世
撰)
内
題｢
諸
家
小
伝
録
五
会｣
。
尾
題｢
狂
歌
小
伝
録
五
会
終｣
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
一
〜
十
七)｣
。
※
末
尾
に｢
四
会
落
板
之
分｣
を
付
す
。
六
編
中
本
一
冊
。
字
高

一
四
・
六
糎
。
本
文

①
小
伝
集
の
部(
所
収
狂
歌
作
者
延
べ
九
名)
内
題｢
狂
歌
小
伝
録
六
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
伝
一
〜
伝
五)｣
。
②
月
並
狂
歌
集
の
部(
檜
園
梅
明
撰
、


居
亀
世
撰)
内
題｢
諸
家
小
伝
録
六
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
一
〜
十
六)｣
。
※
末
尾
に｢
追
加
野
原｣
に
次
い
で
、｢
小
伝
録
六
会
目
四
首
合
点
甲
乙
録｣
二
丁
半(
柱
刻
ナ
シ)
を
付
す
。
七
編
中
本
一
冊
。
字
高

一
四
・
八
糎
。
本
文

①
小
伝
集
の
部(
所
収
狂
歌
作
者
延
べ
十
一
名)
内
題｢
諸
家
小
伝
録
七
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
伝
一
〜
伝
五)｣
。
②
月
並
狂
歌
集
の
部(
檜
園
梅
明
撰
、


居
亀
世
撰)
内
題｢
諸
家
小
伝
録
七
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
一
〜
十
五
〈
オ

)｣
。
※
末
尾
に
槇
の
屋
大
人
撰｢
当
座
短
冊
売｣
と｢
当
編
追
加｣
に
次
い
で
、｢
小
伝
録
七
会
目
四
首
合
点
甲
乙
録｣
二
丁
半
(
柱
刻
ナ
シ)
を
付
す
。
八九
編
中
本
一
冊
。
字
高

一
四
・
六
糎
。
本
文

①
小
伝
集
の
部(
所
収
狂
歌
作
者
延
べ
二
十
三
名)
内
題｢
狂
歌
小
伝
録
八九
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
(
伝
一
〜
伝
十)｣
。
②
月
並
狂
歌
集
の
部(
檜
園
梅
明
撰
、


居
亀
世
撰)
内
題｢
諸
家
小
伝
録
八九
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
一
〜
三
十
一
終)｣
。
※
末
尾
に
宝
市
亭
大
人
撰｢
当
座｣
に
次
い
で
、


居
大
人
、
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
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面
堂
大
人
、
梅
屋
大
人
の
各
撰
各
数
首
を
付
す
。
六
編
中
本(
縦
一
八
・
一
糎
×
横
一
二
・
四
糎)
一
冊
。
徳
島
県
立
図
書
館
森
文
庫
蔵
。
図
書
請
求
番
号｢
Ｗ
九
一
一
・
一
／
モ
キ｣
。
原
表
紙

淡
香
色
地
に
薄
茶
の
横
刷
毛
。
原
題
簽

双
枠
内
に｢
諸
家
小
伝
録
六｣
。
字
高

一
四
・
五
糎
。
本
文

①
小
伝
集
の
部(
所
収
狂
歌
作
者
延
べ
九
名)
内
題｢
狂
歌
小
伝
録
六
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
伝
一
〜
伝
五)｣
。
②
月
並
狂
歌
集
の
部(
檜
園
梅
明
撰
、


居
亀
世
撰)
内
題｢
諸
家
小
伝
録
六
会｣
。
尾
題
ナ
シ
。
柱
刻｢(
印)
小
伝
丁
付(
一
〜
十
六)｣
。
※
末
尾
に｢
追
加
野
原｣
に
次
い
で
、｢
小
伝
録
六
会
目
四
首
合
点
甲
乙
録｣
二
丁
半(
柱
刻
ナ
シ)
を
付
す
。
三
、
小
伝
集
の
部
所
見
の
小
伝
集
の
部
に
は
延
べ
一
〇
一
名(
重
出
分
を
除
け
ば
実
質
八
十
一
名)
の
略
伝
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
今
改
め
て
原
本
に
つ
い
て
み
る
と
、『
狂
歌
人
名
辞
書』
に
は
多
く
は
そ
の
詳
細
が
省
略
さ
れ
て
い
る
各
人
の
家
業
、
居
住
地
等
の
他
、
狂
歌
作
者
と
し
て
の
経
歴
、
特
に
判
者
と
な
っ
た
時
期
を
含
む
折
々
の
年
齢
に
言
及
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
一
事
を
以
て
し
て
も
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
は
あ
る
ま
い
。
撰
者
の
檜
園
梅
明
に
つ
い
て
は
、
初
編
に
｢
105
高
殿
梅
明｣
(
算
用
数
字
に
つ
い
て
は
後
述)
の
別
号
で
そ
の
小
伝
が
見
え
て
お
り
、｢
年
甫
四
十
六
歳｣
と
あ
る
。
本
書
に
は
こ
の｢
年
甫
何
歳｣
と
い
う
表
記
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
書
成
立(
刊
行)
年
頭
に
お
け
る
年
齢
と
思
わ
れ
る
。
梅
明
は
四
世
絵
馬
屋
額
輔
稿
本『
狂
歌
奥
都
城
図
志』
に
よ
れ
ば
、
安
政
六
年
十
一
月
九
日
享
年
六
十
七
歳
で
深
川
の
西
光
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
逆
算
す
れ
ば
四
十
六
歳
は
天
保
九
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
本
書
原
本
に
は
年
次
記
載
が
皆
無
な
が
ら
、
前
引『
狂
哥
書
目
集
成』
に
い
う
刊
行
年
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
第
三
編
｢
310
苅
安｣
に
は
｢
今
年
天
保
九
戌
年｣
と
あ
り
、
同｢
302
善
野
真
袖｣
に
も｢
当
戌
年｣
と
あ
る
。
し
か
し
第
八九
編
｢
811
釈
照
信｣
に
は
、｢
今
年
天
保
亥
の
夏
、
旱
天
に
雨
を

り
て
験
あ
り
と
ぞ｣
と
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
最
終
合
併
編
は
翌
天
保
十
年
夏
以
後(
お
そ
ら
く
は
同
年
中)
の
刊
行
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
い
ま
一
人
の
撰
者
で
あ
る


居
亀
世
に
つ
い
て
は
、
未
見
の
第
二
編
に
入
っ
て
い
る
の
か
見
当
た
ら
な
い
が
、『
狂
歌
人
名
辞
書』
に
は
｢
亀
世｣
で
立
項
さ
れ
て
お
り
、
下
総
関
宿
藩
士
で
東
都
常
磐
橋
内
藩
邸
に
住
ん
だ
と
い
い
、
そ
の
弟
な
ら
ば
初
編
に
｢
106
津
多
井
万
世｣
と
し
て
見
え
て
い
る
。
以
下
に
第
二
編
を
除
く
、
初
編
か
ら
八九
編
ま
で
の
各
小
伝
集
の
部
の
み
を
翻
字
す
る
が
、
二
部
伝
存
す
る
第
六
編
は
虫
損
の
な
い
徳
島
県
立
図
書
館
本
を
底
本
と
し
た
。
な
お
、
私
に
小
伝
者
に
編
単
位
で
算
用
数
字
三
桁
の
通
し
番
号(
百
の
位
が
編
数
を
示
し
、
八九
編
の
み
は
便
宜
上
そ
れ
を｢
8｣
で
表
記)
を
付
す
と
と
も
に
、
濁
点
と
句
読
点
も
私
に
施
し
た
。
ま
た
梅
明
も
し
く
は
亀
世
の
批
点
が
付
さ
れ
た
引
用
狂
歌
は
、
そ
の
批
点
を
省
略
し
て
歌
の
み
を
鍵
括
弧
内
に
収
め
た
。
末
尾
に
参
考
資
料
と
し
て
小
伝
者
の
国
別
一
覧
を
付
す
。
初
編
】101
緑
千
条(
509)
名
は
恒
徳
、
通
称
伊
藤
常
吉
。
陸
奥
仙
台
の
府
下
双
烏
街
に
住
し
、
薬
種
を
鬻
て
業
と
す
。
数
百
年
の
旧
家
た
り
。
其
性
、
清
潔
廉
直
温
和
に
し
て
衣
食
住
の
三
つ
を
戒
め
、
食
物
の
美
悪
多
寡
を
い
は
ず
、
衣
服
は
絹
帛
を
用
ひ
ず
、
居
宅
は
壮
麗
を
な
さ
ず
と
い
へ
ど
も
、
屋
庭
の
掃
箒
を
好
む
。
酒
色
を
好
ま
ず
た
ゞ
好
ん
で
茶
を
喫
す
。
温
和
な
る
事
は
、
家
族
童
僕
た
り
と
も
其
怒
色
を
見
た
る
こ
と
な
し
。
廉
直
な
る
事
は
、
一
と
せ
睦
友
何
某
と
旅
行
の
事
あ
り
し
に
、
あ
る
時
何
某
千
条
― 70― ( 70 )
に
い
へ
る
は
、
子
は
平
生
倹
約
な
る
人
と
思
へ
り
し
に
、
さ
も
あ
ら
ぬ
は
い
か
な
る
事
と
い
ふ
に
、
千
条
そ
は
何
故
と
い
へ
ば
、
何
某
曰
、
子
の
食
事
を
見
る
に
、
旅
宿
に
て
は
三
椀
に
過
ず
し
て
昼
食
の
数
椀
に
及
べ
る
は
、
是
則
倹
約
に
た
が
へ
る
な
ら
ず
や
と
。
千
条
笑
曰
、
子
が
言
大
に
違
へ
り
。
旅
宿
の
価
は
一
宿
何
程
と
定
ま
り
て
、
椀
数
を
も
て
価
を
云
ず
。
是
を
多
く
食
せ
ん
は
貪
る
に
あ
ら
ず
や
。
又
昼
食
は
是
と
異
な
る
に
あ
ら
ず
や
と
い
へ
ば
、
何
某
口
を
閉
ぬ
と
か
や
。
此
一
事
を
も
て
清
潔
廉
直
な
る
を
し
る
べ
し
。
又
狂
歌
を
こ
の
み
て
い
か
な
る
危
急
鬧
卒
の
間
に
て
も
、
一
日
な
り
と
も
歌
よ
ま
ぬ
事
な
し
。
或
時
陸
奥
山
な
る
弁
財
天
に
詣
で
ん
と
て
渡
海
せ
し
に
、
折
節
雨
風
烈
し
く
遙
の
大
洋
へ
吹
出
さ
れ
ぬ
。
か
ゝ
れ
ば
船
中
の
人
々
あ
わ
て
ま
ど
ひ
、
今
や
此
舟
く
つ
が
へ
り
も
や
せ
ん
と
騒
ぎ
の
ゝ
し
る
中
に
、
千
条｢
人
す
ま
ん
嶋
根
も
あ
ら
ぬ
わ
だ
中
に
な
み
の
立
ゐ
は
ひ
ま
な
よ
り
け
り｣
と
よ
み
出
た
れ
ば
、
い
か
な
る
事
に
か
あ
り
け
ん
、
風
さ
へ
吹
や
み
ほ
ど
な
く
み
ち
の
く
山
に
着
け
れ
ば
、
人
々
挙
て
其
大
器
な
る
を
感
じ
あ
へ
り
。
又
あ
る
年
の
秋
、
野
な
る
草
花
を
庭
に
う
つ
し
う
ゑ
て｢
野
の
け
し
き
う
つ
し
植
て
も
あ
ら
野
と
は
い
か
で
あ
ら
さ
ん
庭
の
八
千
ぐ
さ｣
。
此
外
咏
吟
あ
ま
た
あ
り
と
い
へ
ど
も
略
す
。
千
柳
亭
を
師
と
し
て
別
号
を
千
菊
園
、
又
、
金
蘂
園
、
東
籬
亭
、
柳
別
家
と
号
す
。
又
梅
を
愛
し
て
梅
林
軒
、
清
容
子
等
の
号
あ
り
。
又
狂
歌
を
好
む
と
い
へ
ど
も
業
用
の
妨
な
ら
ん
事
を
お
そ
れ
、
あ
へ
て
歌
よ
む
事
を
人
に
し
ら
せ
ず
、
妻
子
僮
僕
た
り
と
も
歌
よ
む
事
を
見
た
る
も
の
な
し
と
ぞ
。
又
仁
慈
陰

の
志
あ
り
て
、
衆
民
を
恵
ん
事
を
思
ふ
と
い
へ
ど
も
、
糊
口
の
資
あ
る
の
み
に
て
銭
財
に
乏
し
く
、
其
志
の
及
ば
ざ
る
を
憂
ふ
。
102
檜
集
園
明
居(
303
・
418
・
819)
下
総
国
関
宿
の
藩
士
。
世
々
重
職
に
居
す
。
氏
は
冨
岡
、
名
定
功
、
年
甫
廿
歳
。
別
号
冨
の
門
と
い
ふ
。
文
政
の
末
、
時
雨
の
秀
吟
あ
り
し
よ
り
狂
歌
を
詠
ず
。
時
に
十
三
歳
た
り
。
初
号
を
香
文
舎
と
い
ふ
。
年
有
て
天
保
八
年
、
檜
垣
側
の
判
者
に
列
す
。
常
に
甲
州
流
の
軍
学
を
好
み
、
平
生
七
書
に
眼
を
さ
ら
す
。
鎗
砲
を
学
て
其
妙
に
い
た
る
と
い
へ
ど
も
、
其
志
す
と
こ
ろ
は
専
兵
学
に
あ
り
と
云
。｢
わ
だ
の
は
ら
み
や
こ
の
鄙
か
ふ
く
風
に
う
ち
よ
る
浪
の
こ
ゑ
の
た
え
し
は｣
｢
卯
花
の
さ
き
の
さ
か
り
は
浪
よ
せ
つ
庭
の
ま
が
き
も
島
と
見
る
ま
で｣
。
103
秋
夜
長
樹(
814)
和
泉
国
堺
の
住
。
氏
は
尾
崎
、
名
は
正
明
、
号
和
群
居
、
又
、
蓼
居
、
和
一
園
別
号
あ
り
。
代
々
商
家
た
り
。
能
歌
を
詠
じ
左
伝
を
尊
ぶ
他
に
好
事
な
し
と
い
へ
り
。
｢
露
さ
へ
に
お
き
そ
は
り
け
り
は
か
な
さ
の
さ
て
あ
る
べ
き
を
朝
が
ほ
の
は
な｣
。
104
吾
妻
春
郷
北
総
結
城
の
人
。
椿
園
長
住
の
長
子
な
り
。
文
政
十
一
子
年
冬
、
父
長
住
の
教
に
随
ひ
始
て
狂
歌
の
道
に
入
る
。
其
後
天
保
三
辰
の
冬
、
橘
の
貞
邦
に
随
ひ
和
歌
を
学
ぶ
事
三
十
日
、
後
尚
師
を
求
め
ず
し
て
独
其
道
を
つ
と
む
。
適
又
興
歌
を
詠
じ
て
水
魚
喚
友
の
間
に
遊
ぶ
。
別
号
麗
日
園
、
又
、
桜
舎
、
樺
園
、
楡
莢
、
雨
庵
、
東
風
子
な
ど
い
へ
り
。
姓
赤
荻
氏
、
名
義
徳
、
字
数
功
、
又
、
号
仙
風
。
年
甫
廿
八
歳
。｢
天
地
と
と
も
に
さ
か
ゆ
く
不
尽
の
嶺
は
千
と
せ
と
か
ぎ
る
松
だ
に
も
な
し｣
。
105
高
殿
梅
明
東
都
長
谷
川
街
に
住
。
姓
源
、
氏
田
中
、
名
友
直
。
文
化
末
よ
り
狂
歌
を
嗜
み
、
其
後
花
園
側
に
遊
び
て
春
友
亭
と
云
。
判
者
に
列
す
時
、
檜
園
と
改
号
せ
り
。
水
魚
連
の
魁
首
に
し
て
檜
垣
連
の
長
た
り
。
別
号
竜
の
門
、
官
生
居
、
初
瀬
山
人
、
檜
原
山
人
。
又
生
を
え
た
り
し
時
よ
り
左
の
た
の
ひ
ら
に
大
き
な
る
ほ
く
ろ
有
に
よ
つ
て
、
握
星
子
、
掌
星
子
の
号
あ
り
。
年
甫
四
十
六
歳
。｢
高
が
や
は
う
へ
刈
萱
は
ゞ
か
る
か
や
に
あ
ら
ぬ
を
名
に
は
な
ど
お
ほ
せ
け
ん｣
。
106
津
多
井
万
世
下
総
関
宿
の
藩
士
。
名
は
旧
友
、


居
の
弟
な
り
。
常
に
兄
の
教
を
う
け
て
歌
を
詠
ず
。
又
事
に
つ
き
時
に
ふ
れ
て
俳
諧
の
ほ
く
を
読
の
外
好
む
事
な
し
と
ぞ
。
｢
異
国
の
ゆ
ふ
べ
お
ぼ
え
て
西
の
海
な
み
の
つ
ゞ
み
を
う
た
ぬ
日
ぞ
な
き｣
。
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
― 71―( 71 )
107
桂
花
門
姓
は
平
、
名
は
程
郷
、
通
称
丹
治
銑
右
衛
門
。
下
総
国
光
嶺
の
住
。
往
昔
、
関
東
丹
治
の
一
党
た
り
。
故
有
て
慶
長
の
末
よ
り
当
嶺
に
住
し
、
官
匠
を
以
て
家
の
職
と
す
。
鳳
鳴
翁
の
門
に
遊
び
て
玩
月
楼
、
鳳
梧
園
、
規
矩
庵
等
の
号
あ
り
。
冨
貴
を
悪
み
て
清
貧
を
楽
し
む
。
数
学
を
好
む
と
い
へ
ど
も
、
円
法
の
ま
ろ
き
を
貯
ず
。
此
人
哥
婬
の
癖
あ
り
て
、
千
金
を
積
と
い
ふ
と
も
、
一
首
の
秀
逸
な
ど
は
歓
ば
ず
と
な
ん
。｢
見
し
秋
の
露
の
ま
だ
ひ
ぬ
草
の
葉
に
と
く
霜
み
せ
て
冬
は
来
に
け
り｣
。
108
国
史
園
諱
良
幹
、
一
号
広
胖
堂
、
白
井
氏
、
常
陸
玉
造
の
医
家
。
東
都
の
医
官
杉
本
先
生
の
門
に
業
を
受
。
傍
、
朝
川
善
庵
の
教
を
受
、
儒
典
を
学
ぶ
。
帰
郷
の
後
、
刀
圭
の
暇
俳
諧
歌
を
詠
ず
。
麻
生
連
の
判
者
た
り
。｢
御
仏
に
の
ち
の
契
り
は
い
の
ら
な
ん
命
を
神
に
か
け
て
あ
ふ
夜
は｣
。
109
見
奴
琴
喜
吉(
306
・
703)
武
蔵
国
小
川
里
住
。
世
々
太
物
類
を
商
ふ
を
も
て
業
と
す
。
氏
は
大
沢
、
号
を
沢
泉
舎
と
い
ふ
。
文
化
十
三
年
の
産
な
り
。
故
に
其
名
を
十
三
郎
と
通
称
す
。
狂
歌
は
本
町
側
花
の
屋
に
学
び
秀
吟
多
し
。
只
い
と
ま
あ
る
時
は
酒
を
好
、
大
盃
を
か
た
ぶ
け
は
か
り
な
し
と
い
ふ
。｢
あ
だ
に
の
み
た
ち
し
夜
頃
の
お
も
か
げ
に
わ
か
れ
て
こ
よ
ひ
あ
ふ
ぞ
う
れ
し
き｣
。
110
国
翠
園
繁
樹
常
陸
国
麻
生
の
藩
士
。
通
称
与
市
太
郎
、
姓
平
、
氏
手
賀
、
名
幹
幸
、
字
子
竜
と
い
ふ
。
父
国
字
歌
垣
に
幼
時
よ
り
学
び
て
俳
諧
歌
を
詠
。
依
て
俳
歌
堂
の
別
号
あ
り
。｢
あ
ふ
夜
は
ゝ
嬉
し
涙
の
し
ぐ
れ
し
つ
ま
く
ら
の
山
も
色
づ
か
ん
ま
で｣
。
111
和
学
真
名
冨(
704)
出
羽
国
天
童
の
藩
士
。
姓
藤
原
、
氏
吉
田
、
名
守
貞
、
通
称
専
左
衛
門
。
俳
諧
歌
は
文
化
四
年
十
五
歳
、
東
都
に
遊
て
四
方
歌
垣
真
顔
宗
匠
の
門
に
入
て
始
め
て
詠
ず
。
号
を
文
歌
堂
と
よ
ぶ
。
同
八
年
執
事
都
講
に
加
は
り
同
十
三
年
判
者
に
列
し
、
其
後
歌
垣
の
号
を
た
ま
ひ
け
り
。
今
此
門
下
に
遊
ぶ
人
多
し
と
き
こ
え
た
り
。
時
に
年
甫
四
十
六
歳
。｢
雨
風
を
通
さ
ぬ
ば
か
り
若
葉
し
つ
も
る
山
の
名
も
う
づ
も
れ
ぬ
べ
し｣
。
112
槇
柱
亭
寄
躬
小
出
氏
、
姓
は
源
、
名
は
美
直
。
槇
の
屋
の
門
に
入
て
狂
歌
を
詠
ず
。
性
温
厚
に
し
て
人
と
あ
ら
そ
は
ず
。
只
草
花
を
愛
し
て
、
春
は
菜
畦
に
培
ひ
秋
は
菊
圃
に
灌
ぐ
。
其
作
の
嗜
好
才
芸
多
し
と
い
へ
ど
も
、
独
心
を
や
る
の
み
に
し
て
言
外
に
あ
ら
は
さ
ざ
れ
ば
、
其
能
を
知
る
人
す
く
な
し
。｢
神
ま
つ
る
卯
月
来
ぬ
れ
ば
う
の
花
の
い
が
き
が
外
も
に
ほ
ふ
し
ら
ゆ
ふ｣
。
113
袂
広
好
姓
は
源
、
氏
は
川
佐
、
名
は
宜
固
。
武
蔵
国
忍
の
藩
士
に
し
て
、
東
都
下
谷
の
下
邸
に
住
す
。
初
、
一
田
窓
に
順
て
戯
歌
を
詠
じ
包
嬉
園
と
云
。
後
、
三
世
浅
草
庵
の
門
に
入
て
判
者
に
列
し
浅
裏
庵
と
号
す
。
栞
の
門
、
水
穂
の
屋
の
別
号
あ
り
。
常
に
鈴
屋
翁
の
卓
見
、
漢
籍
に
諂
ら
は
ざ
る
高
論
を
よ
ろ
こ
び
、
其
書
を
よ
む
毎
に
不
知
不
覚
感
歎
の
声
を
発
す
る
に
至
る
。
又
嬰
児
を
愛
し
て
其
笑
顔
を
み
れ
ば
、
急
遽
の
時
と
い
へ
ど
も
抱
か
ざ
れ
ば
ゆ
か
ず
。
且
草
木
の
花
を
愛
し
て
春
山
秋
邨
に
遊
吟
す
。
あ
る
時
、
野
に
出
て
撫
子
の
さ
け
る
を
見
て
、｢
末
の
子
の
こ
ゝ
ち
せ
ら
れ
て
秋
さ
く
は
あ
は
れ
ぞ
ふ
か
き
な
で
し
こ
の
花｣
。
三
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守
川
捨
魚(
510)
姓
は
藤
原
、
名
は
捨
魚
、
至
清
堂
ま
た
永
言
堂
と
号
す
。
今
東
台
北
麓
の
根
岸
に
住
す
。
よ
り
て
都
鶯
邨
夫
の
別
号
あ
り
。
文
化
乙
丑
年
甫
十
一
、
先
考
と
と
も
に
狂
謌
を
詠
ず
。
先
考
、
作
名
は
面
成
砂
楽
斎
と
号
す
。
此
道
に
あ
そ
ぶ
事
、
纔
に
四
年
に
し
て
文
化
丁
卯
十
一
月
没
す
。
然
れ
ど
も
佳
作
多
し
。
文
化
丙
寅
、
故
千
秋
庵
月
次
会
再
興
の
と
し
、
橋
納
涼
を
よ
め
る
哥
に
、
あ
つ
さ
に
は
し
つ
け
ら
れ
― 72― ( 72 )
た
る
不
行
義
も
親
父
橋
に
て
直
す
す
ゞ
し
さ
。
又
六
樹
翁
退
隠
の
後
、
は
じ
め
て
寄
恋
の
題
に
て
哥
を
え
ら
ば
れ
け
る
時
に
、
う
ら
む
ぞ
よ
よ
そ
へ
心
を
か
け
茶
碗
今
さ
ら
我
を
二
の
つ
ぎ
に
し
て
。
此
余
の
佳
作
多
し
と
い
へ
ど
も
こ
ゝ
に
贅
せ
ず
。
捨
魚
そ
の
気
韻
を
う
け
て
詠
哥
に
耽
る
と
い
へ
ど
も
風
体
は
頗
こ
と
な
り
、
池
氷
を
よ
め
る
哥
に
、｢
鏡
な
す
氷
何
な
り
翁
草
影
も
と
ゞ
め
ぬ
大
沢
の
池｣
。
ま
た
雪
ふ
り
け
る
日
、
野
べ
を
み
や
り
て｢
白
か
ら
ぬ
花
こ
そ
な
け
れ
打
わ
た
す
を
ち
か
た
野
べ
の
雪
の
梢
は｣
。
302
善
野
真
袖
下
野
国
都
賀
郡
栃
木
の
住
。
商
家
。
号
通
環
亭
。
当
戌
年
、
齢
二
十
六
歳
。
家
職
暇
あ
る
時
は
狂
歌
を
詠
じ
て
楽
み
と
す
。
秀
吟
甚
多
く
其
名
四
方
に
聞
ゆ
。
お
り


大
江
戸
に
遊
び
て
雅
友
お
ほ
し
。
海
山
を
へ
だ
て
た
る
に
は
和
泉
堺
の
和
一
園
、
伊
勢
津
の
荻
の
屋
、
風
交
尤
ふ
か
し
。｢
吹
風
に
柳
は
ま
か
せ
そ
の
影
は
柳
に
つ
れ
て
う
ち
な
び
く
か
な｣
｢
君
ゆ
ゑ
に
く
し
け
づ
り
し
も
今
は
た
ゞ
髪
さ
か
だ
て
ゝ
う
ら
み
ぬ
る
哉｣
。
303
冨
田
明
居(
102
・
418
・
819)
紫
の
筑
波
嶺
も
紅
に
光
る
二
荒
山
も
不
尽
の
嶺
と
お
な
じ
う
白
妙
に
な
り
け
る
冬
の
末
の
頃
、
利
根
の
川
風
寒
き
あ
し
た
、
下
総
国
関
宿
の
里
檜
集
園
の
あ
る
じ
冬
籠
り
の
心
な
ぐ
さ
め
ば
や
と
、
庭
の
さ
う
じ
お
し
ひ
ら
か
せ
て
う
ち
見
ら
れ
け
れ
ば
、
程
近
き
春
待
顔
に
軒
端
の
梅
の
莟
ふ
く
ら
か
な
る
枝
に
、
夜
べ
の
村
雨
の
な
ご
り
の
雫
お
ち
も
や
ら
ず
あ
り
け
る
を
見
て
、
筆
と
り
あ
へ
ず｢
鶯
の
涙
と
春
は
と
け
ぬ
ら
し
寒
さ
に
氷
る
梅
の
し
づ
く
も｣
。
か
く
口
ず
さ
び
、
は
し
ゐ
し
て
む
か
ひ
の
野
べ
を
な
が
め
ら
る
れ
ば
、
秋
は
い
ろ


の
花
咲
し
千
種
百
草
跡
な
く
、
た
ゞ
霜
の
花
の
み
咲
い
で
た
る
は
さ
う


し
く
、
野
守
の
鏡
と
見
し
沢
水
も
、
流
れ
な
う
白
が
ね
の
板
う
ち
の
ば
へ
た
ら
ん
や
う
に
み
え
け
れ
ば
、｢
濁
さ
じ
と
冬
は
氷
る
か
大
君
の
若
菜
あ
ら
は
ん
野
辺
の
沢
水｣
。
か
く
よ
み
け
る
冬
の
日
も
、
は
や
か
す
み
な
が
る
ゝ
空
の
ど
か
な
る
春
の
日
の
夕
、
四
方
の
山
風
あ
た
ゝ
け
く
野
べ
は
若
く
さ
髪
ゆ
ふ
べ
く
な
り
ゆ
き
、
若
木
老
木
の
桜
、
時
し
り
が
ほ
に
咲
出
た
る
庭
の
花
ざ
か
り
、
つ
く
ば
嶺
お
ろ
し
梢
う
ご
め
か
し
て
見
る
間
に
庭
の
面
か
は
り
ゆ
き
け
る
を
を
し
み
て
、｢
か
た
は
ら
を
さ
ら
じ
と
お
も
ふ
我
を
お
き
て
よ
そ
へ
桜
の
ち
り
ゆ
く
が
う
さ｣
。
か
く
よ
み
け
る
と
聞
え
つ
る
。
明
居
ぬ
し
は
今
の
世
の
人
の
下
手
に
つ
く
ま
じ
き
上
手
の
よ
み
口
に
な
ん
有
け
る
。
304
神
風
音
信
伊
勢
津
の
人
。
別
号
荻
屋
ま
た
浦
園
と
号
す
。
い
ま
だ
総
角
の
頃
、
人
の
判
者
披
露
て
ふ
事
を
す
ゝ
め
た
る
に
、
音
信
こ
た
へ
け
ら
く
、
判
者
は
判
者
に
し
て
判
者
に
あ
ら
ず
、
求
む
る
人
の
判
者
な
れ
ば
、
自
判
者
に
な
り
た
ら
ん
に
も
猶
誠
の
判
者
に
あ
ら
ず
、
と
て
い
な
み
し
と
ぞ
。
今
や
人
ゆ
る
し
て
判
者
列
に
加
ふ
。
け
ふ
判
者
の
中
の
判
者
と
は
、
此
人
を
や
い
ふ
べ
き
。｢
斧
を
さ
へ
用
ふ
ば
か
り
に
な
り
に
け
り
今
は
た
松
の
二
葉
な
が
ら
に｣
。
305
梅
里
阿
波
国
徳
嶋
市
場
町
住
。
商
家
な
り
。
質
、
油
、
荒
物
、
小
間
物
を
世
の
営
と
す
。
通
称
上
郡
屋
善
作
と
い
ふ
。
性
廉
直
に
し
て
冨
不
貪
貧
不
愁
、
業
体
の
い
と
ま
あ
る
と
き
は
狂
歌
を
よ
み
て
楽
と
す
。
文
化
年
中
浪
速
連
一
字
亭
を
師
と
し
て
、
学
号
を
一
枝
亭
と
い
ふ
。
東
都
檜
園
の
撰
に
出
し
て
手
柄
多
し
。
あ
る
時
、
片
恋
と
い
へ
る
題
を
よ
め
と
あ
り
け
れ
ば
、｢
な
げ
く
よ
な
片
わ
れ
月
も
満
る
世
に
あ
は
で
恋
路
の
や
み
と
な
る
身
は｣
。
306
沢
泉
舎
喜
吉(
109
・
703)
武
蔵
国
小
川
の
里
、
大
沢
ぬ
し
は
人
の
ゆ
る
し
た
る
風
流
雄
に
て
有
け
り
。
い
つ
の
頃
に
か
あ
り
け
ん
、
や
よ
ひ
の
は
じ
め
友
だ
ち
ふ
た
り
み
た
り
と
ひ
来
て
、
を
き
わ
た
り
の
花
見
に
い
ざ
、
と
う
な
が
し
け
れ
ば
、
檜
割
籠
に
竹
筒
な
ど
供
の
や
つ
こ
に
と
り
も
た
せ
て
、
そ
ゞ
ろ
に
花
あ
る
か
た
を
う
か
れ
あ
り
き
、
あ
る
桜
が
も
と
に
敷
も
の
取
ひ
ろ
げ
、
喜
吉
は
日
ご
ろ
好
め
る
大
盃
を
数
か
た
ぶ
け
て
、
酔
ご
ゝ
ろ
を
か
し
う
春
の
日
の
長
き
も
心
あ
か
ず
な
が
め
あ
り
き
け
る
に
、
日
は
西
山
の
端
に
か
た
ぶ
き
、
遠
山
寺
の
鐘
の
音
ほ
の
か
に
き
こ
え
、
夕
の
風
桜
の
梢
を
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
― 73―( 73 )
う
ご
め
か
し
、
今
や
花
の
ち
り
か
ゝ
ら
ま
し
う
見
え
け
れ
ば
、
躬
恒
朝
臣
の
、
け
ふ
の
み
と
春
を
お
も
は
ぬ
時
だ
に
も
立
こ
と
や
す
き
花
の
か
げ
か
は
、
と
い
へ
る
歌
を
お
も
ひ
つ
ゞ
け
て
、｢
立
や
す
き
花
の
陰
か
な
ち
る
こ
と
の
な
げ
き
に
け
ふ
は
あ
は
じ
と
お
も
へ
ば｣
。
か
く
よ
み
い
で
ゝ
心
は
げ
ま
し
か
へ
り
け
る
と
、
友
だ
ち
か
た
り
伝
へ
け
る
と
か
や
。
307
堀
田
俊
豊
美
濃
国
岐
阜
金
花
山
麓
、
花
岳
楼
は
文
政
七
申
年
よ
り
狂
哥
道
に
入
、
同
十
三
子
年
、
故
西
来
居
の
門
に
入
。
初
号
木
瓜
園
規
麿
と
い
へ
り
。
其
後
、
瓢
蔓
守
と
改
号
す
。
翁
死
去
の
後
天
保
三
辰
年
、
在
浪
花
神
歌
堂
の
門
に
入
て
神
垣
内
俊
豊
と
改
号
、
同
五
午
年
冬
判
者
の
列
に
加
は
り
、
同
時
水
魚
連
に
入
。
勤
務
の
い
と
ま
あ
る
時
は
茶
事
を
好
む
の
外
、
狂
歌
怠
る
事
な
し
。
然
れ
ど
も
生
得
愚
に
し
て
秀
吟
な
し
。
此
た
び
高
点
を
得
て
自
ら
如
夢
中
。｢
立
こ
と
の
か
た
き
や
何
ぞ
花
か
げ
に
あ
か
ぬ
心
は
の
こ
し
お
け
る
を｣
。
308
山
路
菊
寿
躬
通
称
佐
藤

水
。
代
々
新
発
田
の
藩
医
た
り
。
齢
、
初
老
に
い
た
る
。
文
政
の
初
年
よ
り
和
学
に
志
し
、
檜
園
に
随
順
し
て
専
ら
狂
歌
を
詠
ず
。
当
時
、
檜
垣
連
の
判
者
に
列
す
。
英
名
遠
近
に
響
き
門
人
頗
多
し
。
業
職
も
と
よ
り
閑
暇
を
得
ざ
れ
ば
敢
て
多
芸
を
も
と
め
ず
。
草
種
園
、
又
、
籬
亭
と
号
す
。
近
来
師
よ
り
賜
は
り
て
別
に
千
代
廼
門
と
号
す
。｢
咲
が
て
に
ま
た
す
る
花
よ
ち
る
時
も
か
く
い
そ
が
す
は
う
れ
し
か
ら
ま
し｣
。
309
正
樹
和
泉
国
堺
の
住
。
中
尾
正
信
。
詠
歌
、
謡
曲
、
雑
芸
を
好
む
。
和
一
園
の
垣
内
に
し
て
老
実
人
に
超
た
り
。｢
日
に
そ
へ
て
風
も
の
ど
け
く
な
る
ま
ゝ
に
今
は
と
花
の
咲
や
出
け
ん｣
。
310
苅
安
陸
奥
信
夫
郡
大
森
住
。
染
物
を
世
々
の
業
と
す
。
氏
熊
坂
、
通
称
代
助
と
呼
ぶ
。
故
千
穐
庵
翁
の
門
に
入
て
狂
歌
を
詠
ず
。
柳
燕
亭
と
号
す
。
判
者
に
列
す
る
時
、
藍
臼
舎
と
改
む
。
翁
没
し
て
後
は
、
鈍
々
亭
和
樽
大
人
に
随
身
し
て
久
し
く
詠
吟
す
。
鈍
々
亭
没
後
は
し
ば
ら
く
休
詠
し
た
る
を
、
天
保
七
申
年
夏
よ
り
檜
園
、


居
に
風
交
し
て
再
吟
す
。
今
年
天
保
九
戌
年
、
齢
六
十
三
才
な
り
。｢
な
ご
り
な
く
梢
ち
る
日
は
桜
花
木
か
げ
ぞ
咲
の
さ
か
り
な
り
け
る｣
。
311
秋
良
飛

国
高
山
住
。
塩
、
糸
、
紬
を
商
買
す
る
を
業
と
す
。
氏
は
坂
田
、
名
は
信
胤
、
字
槐
吉
、
通
称
長
亮
と
呼
。
好
て
狂
歌
を
詠
じ
竜
兆
園
と
号
す
。
又
、
鬼
宿
、
雅
嚊
山
人
、
氷
台
主
人
等
の
別
号
あ
り
。
花
押
を
用
ふ
。
宅
辺
に
多
く

を
植
置
を
以
て
、
人
自
ら
呼
て
四
方
芸
屋
と
い
ふ
。
和
漢
の
書
を
読
、
糸
竹
を
た
の
し
む
。
田
中
大
秀
先
生
に
随
て
和
歌
の
道
を
学
ぶ
。
ま
た
赤
田
臥
牛
先
生
に
遊
て
詩
文
を
苦
心
す
。
唯
を
し
む
ら
く
は
手
跡
に
う
と
し
。
家
系
は
往
時
当
国
の
主
、
金
森
侯
の
家
臣
阪ママ
田
長
造
。
今
、
俗
肆
に
居
す
。
天
保
八
酉
年
夏
、
東
都
檜
園
に
随
身
し
て
再
世
の
師
と
頼
。
斎
竜
社
の
魁
首
た
り
。
社
号
自
よ
り
始
と
す
。｢
も
み
ぢ
葉
の
木
か
げ
あ
か
る
く
照
ら
せ
る
は
よ
る
を
も
昼
に
つ
ぎ
て
み
よ
と
か｣
。
312
呉
竹
直
喜
天
性
温
和
に
し
て
常
の
道
を
よ
く
守
り
、
枉
れ
る
を
に
く
み
直
き
を
悦
ぶ
ゆ
ゑ
に
名
と
す
。
諸
人
に
し
た
し
め
ど
も
心
を
ゆ
る
さ
ず
、
唯
古
人
を
信
友
と
す
。
又
仏
道
を
尊
み
慈
悲
を
専
に
す
。
然
り
と
い
へ
ど
も
強
を
挫
き
弱
を
助
く
。
又
唄
物
に
妙
音
あ
り
て
、
み
づ
か
ら
流
行
の
小
唄
を
作
り
て
た
の
し
む
。
長
唄
は
岡
安
の
節
を
う
た
ひ
、
浄
瑠
璃
は
三
門
と
も
に
流
を
汲
て
学
べ
ど
も
、
座
興
の
み
に
て
し
ひ
て
好
ま
ず
。
た
ま


美
音
を
発
す
れ
ば
、
聞
人
あ
か
ず
し
て
や
む
る
を
ゝ
し
む
。
ま
た
俳
諧
は
鳩
来
庵
社
中
白
鳥
連
に
入
て
藁
宇
と
呼
ぶ
。
一
時
に
一
千
句
を
吐
と
も
、
童
女
さ
へ
も
の
す
れ
ば
曽
て
益
な
し
と
て
好
ま
ず
。
歌
道
は
三
代
集
の
躰
格
を
し
た
ひ
て
学
び
得
た
り
。
文
政
の
末
よ
り
至
清
堂
の
門
に
入
て
遊
ぶ
。
山
桜
連
― 74― ( 74 )
の
連
長
た
り
。
人
物
誌
、
作
者
部
類
、
百
人
一
首
、
五
十
人
一
首
等
の
狂
歌
集
に
出
た
る
秀
歌
を
見
て
、
此
人
の
俊
傑
な
る
こ
と
を
し
る
べ
し
。
し
か
る
に
六
七
年
以
来
、
世
務
に
暇
な
き
を
以
て
休
詠
せ
し
を
、
今
ふ
た
ゝ
び
詠
出
す
。
秀
吟
少
な
か
ら
ず
。
ま
た
た
ぐ
ひ
な
き
当
座
の
達
吟
に
し
て
、
筆
者
の
机
辺
を
さ
ら
ず
。
他
人
一
首
を
詠
ず
れ
ば
十
首
を
詠
じ
、
他
人
十
首
を
詠
ず
れ
ば
百
首
を
詠
ず
。
故
に
甚
手
柄
多
し
。
諸
側
集
冊
を
見
て
し
る
べ
し
。
琅

園
、
上
林
亭
、
清
花
居
、
山
桜
垣
等
の
諸
号
あ
り
。
常
に
人
に
語
り
て
い
へ
ら
く
、
世
間
の
道
芸
多
瑞
な
り
と
い
へ
ど
も
、
此
道
に
過
た
る
も
の
は
あ
ら
ず
と
い
へ
り
。｢
よ
し
の
山
し
を
り
は
な
さ
じ
花
ゆ
ゑ
に
ふ
み
ま
よ
へ
る
は
を
か
し
か
ら
ま
し｣
。
313
輝
雄
東
都
京
橋
常
磐
町
に
住
す
。
氏
伏
見
、
通
称
吉
造
。
好
て
狂
歌
を
詠
じ
、
日
夜
歌
学
に
眼
を
さ
ら
す
の
外
他
事
な
し
。
年
齢
二
十
有
二
歳
。
号
を
瓊
舎
と
い
ふ
。
｢
い
と
は
や
も
雪
は
け
に
け
り
よ
ご
る
ゝ
を
厭
ふ
や
清
き
な
ら
ひ
な
る
ら
ん｣
。
四
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加
藤
琵
琶
彦(
606)
尾
張
国
名
古
屋
古
渡
に
住
し
て
、
世
々
商
家
た
り
。
屋
号
を
升
屋
、
通
称
を
利
吉
と
よ
ぶ
。
狂
歌
を
好
ん
で
、
側
の
判
者
た
り
。
玉
水
連
を
唱
ふ
。
其
門
下
に
遊
ぶ
者
甚
多
し
。
滝
屋
、
便
々
居
の
号
あ
り
。
和
漢
の
書
に
達
し
、
詩
歌
に
志
ふ
か
し
。
あ
る
時
山
路
を
行
け
る
に
、
鹿
の
妻
こ
ふ
る
声
み
山
ふ
か
く
聞
え
け
れ
ば
、
か
く
よ
み
け
る
。｢
さ
を
し
か
の
恋
の
か
せ
ぎ
の
な
げ
き
を
も
谷
の
杣
木
と
こ
る
よ
し
も
が
な｣
。
402
釈
思
文
下
野
国
二
荒
山
北
嶺
、
仏
巖
谿
と
名
づ
く
其
中
に
、
鳳
鳴
閣
の
精
舎
あ
り
て
居
住
す
。
菅
原
連
の
判
者
に
し
て
山
水
連
と
号
。
門
下
挙
て
か
ぞ
へ
が
た
し
。
別
号
は
竜
華
庵
、
歌
三
昧
、
芝
蘭
室
、
風
雅
金
剛
、
玄
々
庵
、
三
教
子
、
大
痴
、
洛
山
竜
華
道
人
、
一
釣
翁
等
な
り
。
多
年
狂
歌
を
詠
ず
。
秀
吟
は
世
の
人
よ
く
知
る
処
な
り
。
あ
る
年
の
冬
都
登
り
し
つ
る
時
、
宇
治
川
の
ほ
と
り
を
行
け
る
に
、
瀬
々
の
網
代
に
魚
の
を
ど
る
を
み
て
よ
み
け
る
歌
、｢
身
は
浪
の
花
よ
り
も
ろ
き
命
ぞ
と
網
代
の
底
に
魚
や
わ
ぶ
ら
し｣
。
403
台
星
子
痴
嚢
伝
詳
な
ら
ず
。
或
人
曰
、
台
星
子
は
光
嶺
の
僧
な
り
。
鳳
鳴
閣
の
社
魁
に
し
て
詠
吟
年
あ
り
。
始
め
沖
白
帆
と
号
し
、
中
頃
、
慈
童
山
子
、
白
菊
葉
々
成
と
改
め
、
其
后
、
芥
子
庵
、
須
弥
麿
と
称
す
。
又
改
め
て
今
の
字
に
目
つ
く
。
更
に
洛
山
樵
爺
、
汲
水
翁
、
玄
々
庵
等
の
別
号
あ
り
。
山
水
連
の
規
矩
、
皆
此
人
よ
り
出
づ
。
今
現
に
彼
山
に
寓
す
と
ぞ
。｢
雁
の
文
帰
る
を
み
れ
ば
む
つ
ご
と
の
花
な
き
閨
に
住
は
て
よ
と
や｣
。
404
亀
雄(
816)
荻
原
氏
、
本
姓
は
源
、
名
は
成
行
、
字
は
士
立
、
通
称
謙
輔
。
美
濃
国
高
須
藩
士
。
常
に
古
今
和
歌
集
の
風
躰
を
し
た
ひ
、
狂
歌
は
三
た
び
の
飯
に
も
か
へ
て
た
し
み
、
近
頃
武
隈
連
に
入
て
執
心
殊
に
ふ
か
し
。
性
風
流
を
好
み
て
、
か
た
は
ら
茶
道
に
志
し
千
利
休
の
流
を
く
め
り
。
又
皇
国
学
に
志
厚
し
。
し
き
し
ま
の
道
を
好
む
を
以
て
癖
と
し
、
他
に
望
む
こ
と
な
し
と
い
へ
り
。
翠
毫
子
、
簑
の
屋
、
砕
塵
亭
、
皆
そ
の
別
号
な
り
。｢
う
き
秋
に
似
る
べ
く
も
な
し
春
の
来
し
け
さ
も
朝
日
は
紅
葉
し
つ
れ
ど｣
。
405
敷
嶋
枝
道(
701)
東
都
外
神
田
の
住
。
通
称
花
谷
善
次
郎
、
号
を
三
余
亭
と
呼
。
天
性
愚
鈍
浅
学
短
才
に
し
て
、
日
夜
歌
書
に
眼
を
さ
ら
す
と
い
へ
ど
も
服
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
さ
れ
ど
も
狂
歌
に
執
心
ふ
か
く
、
芍
薬
亭
翁
の
門
に
遊
び
て
一
日
も
こ
れ
を
不
廃
。
天
保
十
年
亥
春
判
者
に
列
す
。
梅
樹
園
、
竜
吟
子
、
和
哥
の
屋
、
詞
花
陳
人
等
の
別
号
あ
り
。｢
け
ふ
と
い
へ
ば
目
に
こ
そ
み
え
ね
玉
の
春
手
に
と
る
ば
か
り
何
か
う
れ
し
き｣
｢
霜
が
れ
の
野
べ
を
し
み
れ
ば
は
か
な
さ
は
露
く
さ
の
み
に
か
ぎ
ら
ざ
り
け
り｣
。
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
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406
椿
園
長
住
下
総
国
結
城
の
人
。
姓
は
赤
荻
、
名
は
文
徽
、
字
は
世
賢
、
俗
称
長
左
衛
門
。
[
ム
シ]
を
し
め
、
晋
子
の
流
を
汲
て
俳
諧
を
好
、
本
多
公
の
門
下
に
入
り
て
秋
岱
と
呼
。
后
、
古
萩
の
屋
翁
に
随
ひ
て
狂
哥
を
た
の
し
み
、
文
政
の
は
じ
め
、
花
園
の
側
に
入
り
て
披
雲
楼
の
号
あ
り
。
常
に
劉
伯
倫
、
李
太
白
の
あ
と
を
し
た
ひ
て
、
日
夜
酒
中
の
仙
洞
に
遊
ぶ
。｢
け
ふ
と
い
へ
ば
箒
を
と
ら
ず
ち
り
は
か
ず
こ
は
く
の
玉
の
春
ぞ
む
か
ふ
る｣
。
407
千
巻
堂
天
楽
陸
奥
仙
台
田
尻
荒
街
に
居
住
す
。
文
政
年
中
よ
り
千
秋
側
の
判
者
ニ
列
す
。
通
称
中
沢
氏
、
清
左
衛
門
。
其
好
む
所
、
風
月
に
詩
を
吟
じ
花
鳥
に
歌
を
詠
ず
。
香
を
書
客
に
焚
て
は
古
興
の
あ
と
を
閲
し
、
茶
を
画
楼
に
喫
し
て
は
常
に
山
水
を
模
写
す
。
其
他
の
伎
芸
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
た
し
む
所
に
あ
ら
ず
。｢
月
を
み
て
ぬ
れ
し
に
は
似
ず
け
さ
春
の
日
か
げ
ま
ば
ゆ
く
か
ざ
す
袂
は｣
。
408
吉
住
琴
雄(
507)
近
江
国
信
楽
里
な
る
花
鳥
屋
ぬ
し
は
年
久
し
き
歌
よ
み
に
て
、
た
は
れ
歌
よ
み
い
づ
る
程
の
世
の
人
、
其
名
を
し
ら
ざ
る
は
な
し
。
あ
る
と
し
秋
の
な
か
ば
、
梅
屋
と
桂
花
園
の
ふ
た
り
の
う
し
い
へ
る
は
、
萩
が
花
今
さ
か
り
に
て
、
野
末
は
春
が
す
み
遠
か
た
匂
ふ
あ
し
た
に
も
見
え
ま
が
ひ
な
ん
い
ざ
や
、
と
そ
ゝ
の
か
さ
れ
て
、
う
ち
つ
れ
萩
咲
が
山
の
野
べ
に
い
に
け
り
。
げ
に
や
か
す
み
た
ち
む
ら
さ
き
だ
ち
し
春
野
の
心ム
ち
せ
らシ
る
萩
の
花
、
さ
き
み
だ
れ
た
る
を
ち
か
た
に
、
妻
こ
ふ
る
雄
鹿
の
あ
は
れ
に
な
く
さ
へ
に
、
け
し
き
そ
ひ
て
を
か
し
う
き
こ
え
に
け
れ
ば
、
琴
雄
は
こ
し
な
る
硯
と
り
出
て
萩
が
枝
の
露
う
け
と
め
、
墨
す
り
な
が
し
筆
を
染
つ
ゝ
、｢
萩
が
花
鹿
の
音
な
が
ら
あ
ら
野
よ
り
庭
に
う
つ
さ
ば
い
か
に
よ
か
ら
ん｣
。
か
く
な
ん
よ
み
い
で
け
る
を
人
々
か
ん
じ
あ
へ
り
と
か
や
。
409
静
居
陸
奥
仙
台
田
尻
住
。
姓
氏
不
詳
。
側
千
巻
堂
に
随
て
狂
歌
を
詠
ず
。
号
を
硯
寿
堂
、
又
、
泉
石
山
人
と
い
ふ
。
十
有
余
年
此
道
に
あ
そ
び
て
あ
く
こ
と
な
し
。
友
だ
ち
う
ち
つ
ど
ひ
て
歌
筵
開
し
時
、
夏
の
恋
と
い
へ
る
題
を
出
し
て
、
静
居
に
よ
め
と
い
ひ
け
れ
ば
、｢
た
え
間
な
き
お
も
ひ
に
た
ぐ
ふ
も
の
は
な
し
も
ゆ
る
螢
も
よ
る
ば
か
り
に
て｣
。
か
く
よ
み
け
る
と
ぞ
。
410
山
田
稲
城
上
総
国
東
金
住
。
酒
造
を
以
て
家
職
と
す
。
通
称
山
田
八
郎
と
呼
ぶ
。
此
里
の
長
た
り
。
癸
歳
よ
り
狂
歌
を
詠
じ
て
秀
作
舎
と
号
す
。
四
方
哥
垣
翁
の
門
に
遊
ん
で
判
者
の
列
に
加
は
り
、
連
号
を
山
田
連
と
呼
。
門
下
に
遊
ぶ
も
の
数
多
有
。
秀
吟
諸
側
の
集
冊
に
あ
り
て
世
の
人
し
る
所
也
。
あ
る
年
の
夏
、
雨
う
ち
つ
ゞ
き
ふ
り
け
る
時
よ
め
る
、｢
春
雨
は
花
も
め
ぐ
む
を
五
月
雨
は
な
に
お
も
ひ
出
に
晴
間
ま
つ
ら
し｣
。411千
秋
江
都
両
国
川
の
東
に
世
々
居
住
す
。
名
は
孝
常
、
号
文
恋
園
、
菊
の
舎
、
一
名
文
栄
子
。
歳
四
十
有
一
。
い
と
け
な
き
よ
り
文
々
舎
の
門
に
い
り
て
狂
歌
を
な
し
、
三
拾
有
余
年
の
間
秀
逸
数
多
し
。
天
保
八
年
冬
末
つ
か
た
判
者
の
数
に
入
り
ぬ
。
又
和
歌
を
好
て
詠
吟
す
。
其
外
囲
碁
、
将
棋
、
中
将
棋
等
の
伎
芸
、
妙
手
に
い
た
ら
ざ
る
事
な
し
。｢
あ
ふ
ま
で
を
錦
木
立
て
待
ば
や
な
七
日
に
と
れ
し
松
に
な
ら
ひ
て｣
｢
う
つ
ろ
へ
る
心
の
花
ぞ
あ
ぢ
き
な
き
あ
れ
ゆ
く
里
や
志
賀
の
故
郷｣
。
412
蟹
子
麿
東
都
深
川
梁
川
町
に
住
。
文
々
舎
蟹
子
麿
翁
の
男
子
。
父
に
順
て
総
角
の
頃
よ
り
狂
歌
を
詠
じ
、
文
花
楼
清
麿
と
呼
び
葛
飾
連
の
魁
首
た
り
。
父
翁
亡
後
、
連
衆
よ
り
お
し
て
判
者
と
し
、
父
翁
の
号
を
つ
が
し
め
て
側
を
再
起
す
。
年
齢
い
ま
だ
二
十
歳
の
上
を
多
く
い
で
ず
。｢
眉
つ
く
る
野
べ
の
柳
に
佐
保
姫
の
よ
そ
ほ
ひ
そ
ふ
る
初
が
す
み
哉｣
。
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413
山
道
明
平
東
都
堺
町
の
辺
り
泉
町
に
居
住
す
。
姓
は
源
、
氏
は
鈴
木
、
通
称
平
次
郎
と
呼
ぶ
。
狂
歌
は
檜
垣
連
に
入
て
天
保
九
年
初
夏
よ
り
詠
吟
す
。
号
を
師
よ
り
檜
蔭
亭
と
た
ま
ひ
文
殊
連
の
一
人
た
り
。
筆
道
は
董
斎
先
生
に
学
び
て
梅
園
の
号
あ
り
。
常
に
酒
を
好
て
李
白
一
斗
詩
百
篇
に
な
ら
ひ
、
酒
に
乗
じ
て
歌
を
よ
む
く
せ
あ
り
。
雪
あ
り
け
る
あ
し
た
春
の
た
ち
け
れ
ば
、｢
き
え
あ
へ
ぬ
み
雪
の
う
へ
に
た
ち
初
て
き
の
ふ
を
去
年
と
か
す
む
春
哉｣
。
か
く
よ
み
け
る
と
な
ん
。
此
道
に
入
た
ち
て
よ
り
い
ま
だ
い
く
ば
く
も
あ
ら
ぬ
を
、
か
ゝ
る
歌
よ
み
い
づ
る
は
上
手
の
口
つ
き
に
な
ん
有
け
る
。
い
と


末
た
の
も
し
き
若
も
の
な
り
と
、
人
々
い
ひ
あ
へ
り
と
ぞ
。
414
寺
井
明
代(
817
・
820)
い
つ
の
頃
に
か
あ
り
け
ん
檜
井
居
、
心
あ
ひ
の
友
だ
ち
ふ
た
り
み
た
り
と
伊
勢
の
内
外
の
宮
に
年
籠
せ
ば
や
と
旅
立
に
け
り
。
頃
は
冬
の
末
に
し
あ
れ
ば
、
行
年
の
野
山
な
ん
ど
見
処
も
な
く
冬
が
れ
ぬ
れ
ば
、
た
ゞ
は
し
り
に
は
し
り
て
お
ほ
ん
神
に
年
籠
な
し
け
る
。
は
や
た
ち
か
へ
る
春
の
あ
し
た
、
四
方
の
空
み
ど
り
に
か
す
み
わ
た
り
、
さ
き
の
行
年
に
み
つ
ゝ
過
に
し
野
山
な
ン
ど
さ
う


し
か
り
し
に
は
ひ
き
か
へ
て
、
を
か
し
う
見
も
せ
ぬ
所
の
心
ち
せ
ら
れ
ぬ
。
あ
る
槇
立
山
の
空
の
け
し
き
う
る
は
し
う
か
す
め
る
を
打
な
が
め
て
、｢
あ
ふ
ぎ
み
れ
ば
そ
の
立
と
し
も
ま
が
ひ
け
り
槇
た
つ
山
の
春
の
初
空｣
。
か
く
な
ん
よ
み
け
る
と
旅
の
袖
日
記
に
は
し
る
し
つ
け
た
り
と
ぞ
。
415
満
盛(
818)
東
都
深
川
住
。
今
日
本
橋
の
辺
り
に
住
居
す
。
氏
は
松
田
、
名
は
政
儀
。
狂
歌
を
好
ん
で
詠
ず
。
故
鈍
々
亭
の
社
中
に
て
別
号
百
花
園
、
又
、
金
鈴
子
と
い
ふ
。
｢
恋
し
ら
ぬ
身
に
も
嬉
し
な
声
き
け
ば
心
春
め
く
け
さ
う
ぶ
み
売｣
。
416
兎
雪
摂
津
国
御
影
の
里
に
住
す
る
商
家
也
。
氏
は
檀
、
名
は
清
績
、
別
号
玉
塵
舎
。
天
保
七
年
よ
り
側
ニ
入
狂
歌
を
詠
。
若
年
に
し
て
秀
吟
多
し
。｢
八
千
ぐ
さ
の
枯
ふ
す
野
ら
も
霜
お
け
ば
朝
な
夕
な
に
花
さ
き
に
け
り｣
。
417
手
束
盧
橘
阿
波
国
柿
原
里
、
緑
薫
園
は
徳
嶋
子
鶯
連
の
一
人
に
し
て
、
東
都
側
の
歌
よ
み
な
り
。
秀
吟
は
檜
垣
連
月
並
の
集
冊
に
多
く
あ
り
て
、
人
の
よ
く
し
り
た
る
所
な
り
。
或
年
秋
の
な
か
ば
、
用
の
事
あ
り
て
供
人
ひ
と
り
具
し
て
大
和
国
に
行
け
り
。
事
は
て
ゝ
吉
野
竜
田
の
紅
葉
、
ふ
る
き
名
所
を
た
づ
ね
て
見
あ
る
き
け
る
ゆ
ふ
べ
、
霧
ふ
か
く
立
お
ほ
ひ
て
今
ま
で
み
え
た
る
立
田
山
の
も
み
ぢ
葉
、
川
の
面
に
錦
う
ち
の
ば
へ
た
ら
ん
や
う
な
る
影
も
跡
な
く
な
り
ゆ
き
て
、
さ
び
し
さ
い
は
ん
か
た
な
し
。｢
立
お
ほ
ふ
霧
の
海
に
は
蜑
が
か
る
見
る
め
も
な
く
て
さ
び
し
か
り
け
り｣
。
か
く
口
ず
さ
み
て
心
な
ぐ
さ
め
け
る
と
、
供
の
奴
の
後
に
か
た
り
伝
へ
け
る
と
か
。
418
冨
田
明
居(
102
・
303
・
819)
軒
端
の
梅
庭
の
桜
水
枝
さ
し
そ
ひ
、
若
葉
し
げ
り
て
い
と
ゞ
窓
を
ぐ
ら
く
、
日
頃
こ
の
め
る
学
の
道
も
お
こ
た
り
が
ち
な
る
を
、
さ
つ
き
の
雨
、
を
や
み
な
う
ふ
り
つ
ゞ
き
雲
ち
か
う
た
ち
お
ほ
ひ
て
ま
の
う
へ
お
も
く
、
笠
か
づ
け
る
が
う
へ
に
む
し
の
た
れ
衣
そ
へ
た
ら
ん
や
う
に
お
も
は
れ
け
る
。
春
の
雨
う
ち
つ
ゞ
き
ふ
り
け
る
と
は
こ
と
や
う
に
あ
り
け
れ
ば
、
檜
集
園
ぬ
し
庭
う
ち
な
が
め
て
、｢
は
れ
て
後
夏
だ
に
花
の
ひ
ら
き
な
ば
五
月
の
雨
も
う
れ
し
か
ら
ま
し｣
。
か
く
よ
み
い
で
ゝ
心
な
ぐ
さ
め
け
る
と
な
ん
。
五
編
】501
霰
音
高
万
里
小
路
氏
、
姓
は
藤
原
、
名
は
音
高
。
代
々
吾
妻
の
竹
園
に
仕
へ
て
東
台
北
麓
根
岸
の
里
に
住
す
。
近
ご
ろ
至
清
堂
の
吹
挙
に
よ
り
菅
原
垣
山
桜
連
の
判
者
を
ゆ
る
さ
れ
、
槇
の
屋
、
北
栄
子
、
雪
川
子
等
の
号
あ
り
。
生
得
人
の
和
を
も
と
む
と
い
へ
ど
も
ま
け
じ
だ
ま
し
ひ
や
ま
ず
、
ま
が
れ
る
を
に
く
む
の
へ
き
あ
り
。
雑
芸
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
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た
の
し
む
事
あ
る
を
も
捨
て
、
ひ
た
す
ら
此
道
に
お
も
む
く
。
音
高
常
に
い
へ
ら
く
、
狂
歌
道
に
遊
ぶ
事
、
月
日
多
く
も
あ
ら
ざ
れ
ば
高
点
の
哥
少
し
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
塵
ひ
ぢ
よ
り
な
れ
る
山
の
雨
雲
、
露
ひ
の
ぼ
る
本
文
あ
り
。
猶
此
道
を
分


の
ぼ
り
月
日
の
ぼ
り
な
ば
、
な
ど
か
冨
士
筑
波
を
も
ひ
き
く
見
お
ろ
す
べ
き
高
点
の
哥
な
か
ら
ん
や
は
、
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
此
道
に
心
を
い
る
ゝ
こ
と
し
る
べ
し
。｢
か
ぐ
は
し
く
名
は
か
を
り
け
り
東
大
寺
ひ
め
お
く
伽
羅
や
匂
ひ
そ
ふ
ら
ん｣
。
502
友
雄
尾
張
国
名
古
屋
伝
馬
町
に
住
す
。
通
称
大
久
保
治
兵
衛
と
呼
。
好
ん
で
狂
歌
を
詠
じ
水
魚
園
と
号
す
。
今
風
流
の
旅
宿
を
業
と
す
。
近
国
近
在
の
雅
士
常
に
此
庵
に
つ
ど
ひ
、
遠
境
の
雅
客
此
地
を
よ
ぎ
る
者
、
聞
つ
た
へ
て
か
な
ら
ず
此
家
に
宿
る
。
さ
れ
ば
遠
近
諸
国
の
雅
談
珍
説
を
聞
て
楽
し
み
と
す
。｢
川
水
の
お
も
て
白
く
も
な
が
れ
け
り
氷
る
ば
か
り
に
寒
き
月ム
かシ
げ｣
。
503
月
明
一
鳥
山
氏
、
本
姓
新
田
、
通
称
専
助
、
名
は
直
行
。
武
蔵
国
赤
山
石
神
の
郷
に
住
し
累
代
村
長
を
勤
む
と
い
へ
ど
も
、
質
朴
廉
直
に
し
て
秋
毫
も
犯
す
事
な
く
、
一
村
の
民
を
愛
し
て
私
慾
な
け
れ
ば
、
代
々
清
貧
に
し
て
家
に
余
財
な
し
。
生
つ
き
愚
鈍
に
し
て
諸
芸
拙
く
、
道
に
い
る
こ
と
か
た
し
。
号
は
檜
峰
館
。
庭
前
に
数
百
年
を
経
し
楠
の
一
樹
あ
り
。
依
て
師
よ
り
樟
の
門
の
号
を
ゆ
る
さ
る
。
又
、
楠
庵
南
木
と
呼
。
蕉
風
の
俳
諧
、
遠
州
流
の
挿
花
の
道
に
遊
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
素
よ
り
好
む
所
に
あ
ら
ず
。
只
近
隣
の
人
々
の
す
ゝ
め
に
ま
か
せ
、
ま
じ
は
り
親
し
む
の
み
な
り
。
狂
歌
は
天
保
四
年
の
夏
檜
垣
に
門
入
し
、
同
九
戌
の
春
檜
垣
側
の
判
者
に
列
居
す
。｢
青
柳
の
髪
あ
ら
ふ
と
き
ね
り
い
れ
ば
い
か
に
よ
か
ら
ん
梅
の
下
風｣
。
504
瑞
々
越
前
国
敦
賀
に
住
す
。
は
じ
め
浪
速
の
故
月
夜
庵
三
津
人
の
門
に
俳
諧
を
学
び
、
竹
室
雪
真
人
と
い
ひ
、
三
津
人
み
ま
か
り
て
後
、
東
都
檜
園
の
詠
客
と
な
り
侮
に
玉
珠
園
瑞
々
と
云
。
年
今
初
老
に
及
ぶ
。
俳
諧
の
秀
逸
、
狂
歌
の
名
吟
多
し
。
｢
枯
あ
し
に
音
な
ふ
池
の
玉
あ
ら
れ
ま
ぶ
し
の
魚
や
お
ど
ろ
か
す
ら
ん｣
。
505
千
船
友
風(
602)
阿
波
国
徳
島
在
麻
植
の
住
人
。
通
称
鹿
嶋
屋
□ムシ
兵
衛
と
呼
び
好
て
狂
歌
を
詠
じ
、
徳
嶋
鶯
子
連
の
一
人
に
し
て
東
都
檜
垣
連
の
詠
人
な
り
。
常
に
和
漢
の
書
を
読
ほム
どシ
に
、
本
居
宣
長
大
人
の
跡
を
し
た
ひ
皇
国
学
に
眼
を
さ
ら
し
、
た
ま


心
う
む
時
は
た
は
れ
歌
を
よ
み
て
心
を
養
ふ
と
ぞ
。
あ
る
年
秋
の
は
じ
め
、
友
だ
ち
の
庵
に
て
歌
む
し
ろ
ま
う
け
し
と
き
、
友
風
に
秋
の
恋
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
と
い
ひ
け
れ
ば
、
筆
と
り
あ
へ
ず
、｢
う
つ

の
身
は
ぬ
け
が
ら
と
な
り
や
せ
ん
人
の
心
の
秋
に
あ
ふ
身
は｣
。
か
く
即
吟
に
よ
み
け
れ
ば
人
み
な
感
じ
け
る
と
ぞ
。
506
永
良
陸
奥
福
島
の
住
人
。
通
称
宗
輔
と
呼
び
、
さ
る
家
に
つ
か
へ
て
支
配
の
職
た
り
。
狂
歌
を
こ
の
ん
で
詠
事
年
あ
り
。
号
を
呉
綿
堂
と
よ
び
東
都
檜
垣
連
の
一
人
た
り
。
近
頃
師
よ
り
門
の
字
号
た
ま
は
り
て
、
寿
の
門
の
別
号
あ
り
。
あ
る
時
人
々
と
ゝ
も
に
歌
よ
み
け
る
中
に
、
冬
の
恋
と
い
ふ
事
を
、｢
さ
だ
め
な
き
人
の
心
も
し
の
ば
れ
て
よ
そ
の
し
ぐ
れ
に
ぬ
ら
す
袖
哉｣
。
507
琴
雄(
408)
花
鳥
屋
は
淡
海
国
信
楽
里
の
人
た
り
。
京
に
程
遠
か
ら
ね
ば
折
と
し
て
都
に
出
て
歌
よ
み
、
人
々
と
ふ
か
く
む
つ
み
あ
へ
り
。
あ
る
日
歌
む
し
ろ
は
て
ゝ
玉
兎
園
、
花
の
門
、
白
菊
亭
、
三
蔵
楼
な
ン
ど
ゝ
と
も
に
、
打
む
れ
て
加
茂
の
御
や
し
ろ
に
詣
で
ん
と
て
出
ら
れ
け
る
に
、
け
ふ
は
酉
の
日
と
て
ま
う
づ
る
人
こ
と
に
多
か
り
け
れ
ば
、
琴
雄
と
り
あ
へ
ず
、｢
水
鳥
の
加
茂
の
社
は
ね
ぎ
ご
と
に
ひ
ま
な
く
あ
し
を
は
こ
ぶ
諸ムシ
人｣
。
か
く
よ
み
て
ふ
と
こ
ろ
帋
に
か
い
つ
け
て
、
御
前
に
手
向
た
て
ま
つ
り
け
る
を
人
々
感
じ
あ
へ
り
と
ぞ
。
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508
綾
成
秋
郊
亭
は
和
泉
国
堺
の
人
に
し
て
皇
国
ま
な
び
に
深
く
心
を
こ
め
、
歌
よ
む
こ
と
を
え
た
る
人
な
り
。
あ
る
と
し
の
は
じ
め
空
う
ら
ゝ
に
の
ど
か
な
り
け
れ
ば
、
心
な
に
と
な
く
を
か
し
う
庭
下
駄
は
き
つ
ゝ
、
折
戸
う
ち
ひ
ら
き
て
そ
ゞ
ろ
に
住
よ
し
の
か
た
へ
あ
り
き
て
、
遠
里
小
野
の
ほ
と
り
ま
で
来
に
け
る
。
目
も
は
る
に
野
べ
う
ち
な
が
め
ら
れ
け
る
に
、
去
年
の
雪
と
こ
ろ


に
む
ら
消
た
る
中
よ
り
、
を
り
し
り
が
ほ
に
若
菜
生
ひ
出
た
る
を
み
て
、
古
今
集
、
春
日
野
の
飛
火
の
野
守
い
で
ゝ
見
よ
、
の
う
た
思
ひ
出
つ
ゝ
、｢
今
い
く
か
あ
り
て
と
折
し
お
よ
び
も
て
つ
む
べ
く
な
り
ぬ
野
べ
の
若
菜
は｣
。
か
く
口
ず
さ
び
て
か
へ
り
け
る
と
か
。
509
伊
藤
千
条(
101)
陸
奥
国
仙
台
二
日
街
住
、
千
菊
園
は
、
た
は
れ
歌
よ
め
る
き
は
み
名
を
し
ら
ざ
る
人
な
き
当
世
の
英
雄
に
な
ん
あ
り
け
る
。
こ
ぞ
の
秋
、
千
柳
亭
、
千
古
亭
な
ン
ど
ゝ
花
野
見
あ
り
き
け
る
が
、
萩
尾
花
さ
か
り
に
咲
み
だ
れ
う
る
は
し
き
色
ど
り
も
何
と
な
う
心
さ
う


し
く
、
露
お
き
そ
は
る
夕
は
む
し
の
音
に
哀
い
や
ま
し
、
家
路
い
そ
ぎ
て
か
へ
り
け
る
野
べ
に
、
こ
と
し
春
の
は
じ
め
、
朝
と
み
に
用
の
事
あ
り
て
来
に
け
る
に
見
し
秋
の
千
く
さ
の
花
は
跡
か
た
も
な
う
、
只
わ
か
草
の
雪
間
に
も
え
出
た
る
中
に
所
々
に
若
菜
ま
じ
れ
る
ば
か
り
。
見
ん
眺
も
な
き
に
、
里
の
少
女
の
か
た
ま
と
り
も
ち
、
つ
み
を
る
す
が
た
な
ま
め
か
し
う
ふ
り
の
袂
の
朝
露
に
ひ
ぢ
た
る
は
、
秋
の
夕
露
に
袖
ぬ
ら
し
ゝ
と
は
こ
と
か
は
り
て
を
か
し
か
り
け
れ
ば
、｢
う
き
秋
の
こ
く
び
な
ら
め
や
浅
沢
に
若
な
つ
み
つ
ゝ
ぬ
ら
す
袂
は｣
。
か
く
口
ず
さ
び
て
此
野
べ
を
過
け
る
と
な
ん
。
510
捨
魚(
301)
至
清
堂
は
い
ま
だ
総
角
な
り
し
頃
よ
り
い
み
じ
き
達
吟
に
て
、
十
首
二
十
首
の
歌
は
ま
た
ゝ
く
ひ
ま
に
よ
み
出
な
が
ら
、
を
か
し
き
ふ
し
あ
り
て
な
べ
て
の
人
の
歌
に
お
な
じ
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
そ
の
を
し
へ
子
た
ち
も
師
の
速
詠
を
う
ら
や
み
て
歌
数
多
く
よ
む
事
あ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
い
ま
し
め
り
。
い
へ
ら
く
、
お
よ
そ
歌
を
よ
ま
ん
と
な
ら
ば
ま
づ
一
首
の
お
も
ぶ
き
を
も
と
め
て
、
し
か
し
て
そ
の
詞
を
あ
や
な
し
、
て
に
を
は
を
と
ゝ
の
へ
調
た
か
く
な
だ
ら
か
な
ら
ん
と
を
む
ね
と
す
べ
し
。
む
さ
ぼ
り
て
多
く
よ
む
も
の
は
よ
き
歌
な
き
は
も
と
よ
り
に
て
、
上
達
す
る
時
さ
ら
に
な
し
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
此
の
人
の
達
吟
は
生
れ
得
た
る
業
に
て
、
人
の
ま
ね
ぶ
べ
き
事
に
あ
ら
ず
。
以
上
初
編
の
伝
に
も
れ
た
る
を
こ
ゝ
に
い
ふ
。
い
か
な
る
暇
あ
る
時
に
か
あ
り
け
ん
、
を
し
へ
子
の
た
れ
か
れ
四
五
人
リ
と
も
な
ひ
て
、
大
和
路
に
出
た
ち
名
所
み
あ
り
き
け
る
時
、
薬
師
寺
な
る
仏
足
形
の
石
を
み
て
、｢
雪
の
山
し
た
ふ
御
寺
に
御
仏
の
あ
し
の
跡
あ
る
石
は
す
ゑ
け
む｣
と
な
ん
よ
み
け
れ
ば
、
人
々
め
で
く
つ
が
へ
り
け
る
と
ぞ
。
ま
た
広
く
和
漢
の
書
に
わ
た
り
て
、
世
の
先
生
と
い
は
る
ゝ
儒
者
も
及
び
が
た
き
さ
え
あ
り
な
が
ら
、
お
の
が
き
た
な
き
心
を
お
し
か
く
し
て
、
う
は
べ
の
み
い
か
め
し
く
す
る
事
を
に
く
む
。
さ
る
故
に
色
を
こ
の
む
と
に
は
あ
ら
ね
ど
、
ふ
か
く
物
の
あ
は
れ
を
し
れ
る
人
に
て
情
ふ
か
し
。
さ
れ
ば
か
く
旅
に
あ
り
な
が
ら
故
郷
に
契
か
は
し
ゝ
女
の
事
わ
す
れ
が
た
く
や
あ
り
け
ん
、
道
の
べ
の
薄
を
み
て
、｢
我
こ
ゝ
ろ
尾
花
が
も
と
の
草
な
り
と
風
の
つ
て
に
も
し
ら
せ
ま
し
か
ば｣
。
か
く
そ
ゞ
ろ
に
口
ず
さ
び
け
れ
ば
、
と
も
な
へ
る
人
々
こ
と
わ
り
な
り
と
ぞ
い
ひ
あ
へ
り
け
る
。
511
船
盛
法
梅
園
は
至
清
堂
の
を
し
へ
子
に
て
す
こ
ぶ
る
口
才
あ
り
。
言
語
応
対
水
の
流
る
ゝ
が
ご
と
し
。
ま
た
た
は
れ
歌
に
心
ざ
し
ふ
か
く
、
つ
ね
に
友
を
つ
ど
へ
て
歌
よ
む
事
を
た
の
し
み
と
す
。
そ
が
中
に
よ
か
ら
ぬ
歌
な
ど
あ
れ
ば
、
お
の
れ
引
な
ほ
し
も
し
ま
た
師
に
点
を
乞
も
し
て
、
友
だ
ち
を
し
へ
子
を
取
た
つ
る
事
を
つ
と
め
と
せ
り
。
あ
る
時
、
古
寺
と
い
ふ
題
を
出
し
て
人
々
と
よ
み
け
る
歌
、｢
松
多
く
た
て
る
を
の
へ
の
山
寺
は
う
べ
こ
そ
鶴
の
は
や
し
な
り
け
れ｣
と
口
ず
さ
び
け
れ
ば
、
ま
の
あ
た
り
の
け
し
き
を
み
て
遠
く
仏
滅
の
昔
を
さ
へ
思
ひ
よ
せ
ら
れ
た
る
。
な
べ
て
な
ら
ず
と
人
み
な
感
じ
け
りママ
と
か
や
。
512
唐
居
下
総
国
関
宿
の
藩
士
。
一
号
紅
葉
庵
、
又
、
手
枕
庵
、
哥
種
の
別
号
あ
り
。
文
政
の
末
よ
り


居
に
随
ひ
て
、
繁
務
の
暇
あ
る
時
は
戯
歌
を
詠
じ
俳
諧
の
発
句
を
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
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も
吐
と
い
へ
ど
も
、
更
に
か
た
よ
る
事
な
き
は
中
庸
の
徳
を
学
ぶ
な
る
べ
し
。
近
頃
檜
集
園
の
う
し
、
東
の
都
よ
り
移
り
す
ま
る
ゝ
ま
ゝ
に
、
こ
の
う
し
の
を
し
へ
を
も
う
け
て
、
も
は
ら
皇
国
書
の
ふ
る
き
を
た
づ
ね
て
あ
た
ら
し
き
趣
向
を
知
る
事
を
え
た
り
と
な
ん
。｢
老
け
ぬ
る
君
が
為
と
や
生
ぬ
ら
ん
若
菜
も
雪
の
寒
さ
い
と
は
で｣
。513文
世
氏
は
川
輪
、
名
は
佐
保
。
下
総
国
関
宿
の
藩
士
に
し
て
在
府
な
り
。
近
頃


居
の
門
に
入
て
専
ら
を
し
へ
を
う
く
。
号
を
好
梅
園
と
い
ふ
。
他
に
こ
の
む
こ
と
な
く
し
て
、
終
日
皇
国
の
ふ
み
を
学
び
て
更
に
う
む
こ
と
な
し
と
ぞ
。｢
哀
わ
が
袖
こ
そ
ぬ
る
れ
野
べ
の
虫
茂
き
草
葉
の
露
わ
く
る
音
に｣
。
514
為
明
檜
珍
亭
は
伝
に
い
へ
る
が
ご
と
く
道
と
く
あ
り
く
業
あ
り
け
り
。
さ
れ
ば
風
寒
く
氷
と
づ
る
冬
の
日
も
地
さ
け
ん
暑
き
夏
も
い
と
は
ず
、
旅
す
る
こ
と
を
好
け
る
。
あ
る
と
し
水
無
月
な
か
ば
、
相
模
国
雨
ふ
り
山
に
ま
う
で
ん
と
昼
の
あ
つ
き
さ
か
り
に
た
ち
い
で
ら
れ
け
る
が
、
夜
は
な
ほ
風
す
ゞ
し
く
望
の
月
影
あ
か
く
た
よ
り
よ
し
と
あ
へ
ぎ


い
そ
ぎ
け
れ
ば
、
相
模
川
の
ほ
と
り
に
つ
き
に
け
る
。
こ
と
し
は
常
よ
り
照
り
つ
よ
く
、
川
水
も
す
が
れ
て
か
ち
わ
た
り
せ
ま
ほ
し
き
浅
瀬
に
み
え
け
れ
ど
、
此
川
に
舟
う
か
べ
て
こ
な
た
よ
り
か
な
た
へ
わ
た
す
か
せ
ぎ
の
掟
あ
り
け
れ
ば
、
む
か
ひ
の
岸
辺
な
る
渡
り
の
舟
よ
ば
ひ
て
待
け
る
が
、
み
じ
か
夜
の
月
川
の
面
に
う
つ
る
を
見
て
、｢
夏
痩
の
野
川
の
水
に
影
と
め
て
空
に
な
が
れ
の
早
き
月
か
な｣
。
か
く
よ
め
る
う
ち
に
、
舟
こ
な
た
へ
つ
き
け
れ
ば
う
ち
の
り
け
る
と
ぞ
。
六
編
】601
茂
木
広
善(
702)
下
総
の
国
野
田
の
里
の
辺
り
は
桃
林
多
く
あ
り
て
、
春
弥
生
の
花
ざ
か
り
に
は
天
つ
空
も
酔
た
る
ご
と
く
、
茜
さ
す
夕
づ
く
日
の
匂
ひ
に
も
お
と
る
ま
じ
う
見
ゆ
る
頃
は
、
を
ち
こ
ち
の
人
々
割
籠
小
筒
な
ん
ど
取
も
た
せ
て
、
か
な
た
こ
な
た
へ
む
し
ろ
と
り
ひ
ろ
げ
て
舞
つ
う
た
ひ
つ
興
に
入
て
、
日
の
く
る
ゝ
も
し
ら
ず
あ
そ
ぶ
人
多
か
り
け
る
。
此
日
、
柏

社
ぬ
し
も
お
な
じ
む
し
ろ
に
あ
り
け
る
が
、
夜
に
入
て
桃
の
梢
に
月
影
さ
し
出
て
お
ぼ
ろ
げ
に
匂
ふ
を
見
て
、
盃
と
り
あ
げ
つ
ゝ
酌
と
り
の
酒
つ
ぎ
を
は
ら
ぬ
う
ち
に
、｢
ま
た
さ
ら
に
お
ぼ
ろ
月
夜
も
め
づ
ら
し
な
影
さ
や
け
き
は
常
の
こ
と
に
て｣
と
よ
み
け
れ
ば
、
一
座
の
人
手
を
あ
げ
て
感
じ
け
る
。
又
さ
つ
き
の
は
じ
め
、
用
の
事
あ
り
て
草
ふ
か
き
野
路
を
た
ど
り
行
け
る
に
、
八
重
む
ぐ
ら
し
げ
れ
る
中
に
う
る
は
し
く
花
さ
き
い
で
ゝ
百
合
の
た
て
る
を
み
て
、｢
あ
は
れ
な
り
秋
の
千
草
に
さ
き
だ
ち
て
夏
野
に
ひ
と
り
咲
し
さ
ゆ
り
は｣
。
か
く
よ
み
け
る
と
聞
え
た
り
。
602
友
風(
505)
阿
波
の
国
麻
植
の
里
、
春
秋
亭
は
今
の
世
の
み
や
び
を
た
り
。
春
は
花
夏
は
涼
秋
は
月
を
愛
冬
は
雪
を
眺
よ
ろ
こ
び
、
野
山
な
ん
ど
の
け
し
き
を
見
て
歌
よ
み
詩
を
つ
く
り
、
心
を
や
し
な
は
れ
け
る
人
な
り
。
さ
る
を
い
つ
の
事
に
か
あ
り
け
ん
、
春
の
雨
ふ
り
い
で
ゝ
を
や
み
な
く
日
数
ふ
り
つ
ゞ
き
け
れ
ば
、
ひ
た
ご
も
り
に
こ
も
り
ゐ
の
う
き
ま
ゝ
に
、
さ
ま


の
遊
び
な
ん
な
し
て
心
な
ぐ
さ
め
け
る
が
、
猶
雨
は
日
毎
ふ
り
け
れ
ば
今
は
あ
そ
び
ご
と
を
尽
し
は
て
、
ひ
と
り
肱
枕
さ
び
し
く
空
う
ら
め
し
う
な
が
め
て
、
か
く
よ
み
い
で
け
る
と
ぞ
。｢
何
を
し
て
け
ふ
は
く
ら
さ
ん
き
の
ふ
に
て
遊
び
は
つ
き
ぬ
春
雨
の
宿｣
。
603
実
成
陸
奥
盛
岡
の
住
に
し
て
氏
は
平
野
、
通
称
治
三
郎
と
呼
。
世
々
味
噌
醤
油
を
つ
く
り
て
遠
境
ま
で
配
り
鬻
ぐ
を
業
と
す
。
雪
の
屋
森
蔭
う
し
に
随
ひ
て
狂
歌
を
学
び
、
執
事
連
長
た
り
。
わ
か
人
の
中
の
秀
哥
は
多
く
此
人
に
あ
り
と
ぞ
。
時
に
年
甫
十
九
歳
。｢
は
な
む
し
ろ
し
か
ん
ま
う
け
の
庭
の
面
を
よ
き
ほ
ど
ぬ
ら
す
庵
の
春
雨｣
。
604
光
房
陸
奥
二
本
松
、
光
房
ぬ
し
は
年
二
十
歳
の
上
を
多
く
出
ざ
る
若
人
也
。
心
み
や
び
― 80― ( 80 )
に
し
て
世
の
つ
と
め
の
ひ
ま
あ
る
と
き
は
、
た
ゞ
歌
よ
み
書
を
学
ぶ
の
外
な
し
。
庭
前
に
梅
樹
多
く
あ
る
に
よ
り
て
梅
園
の
号
あ
り
。
あ
る
と
し
春
弥
生
、
雨
ふ
り
つ
ゞ
き
は
れ
間
な
く
野
山
の
桜
み
ん
日
も
な
か
り
け
る
。
心
な
ぐ
さ
に
桜
の
画
か
き
を
は
り
て
、｢
う
つ
し
絵
の
花
に
あ
そ
び
て
こ
も
る
か
な
空
は
れ
ま
な
き
は
る
雨
の
や
ど｣
。
か
く
よ
み
け
る
と
ぞ
。
605
真
青
河
内
の
国
黒
ち
の
里
な
る
深
山
堂
ぬ
し
は
、
年
久
し
き
哥
よ
み
に
て
な
ん
あ
り
け
る
。
い
つ
の
年
に
か
あ
り
け
ん
春
弥
生
の
な
か
ば
、
心
あ
ひ
の
友
花
月
庵
大
道
ぬ
し
と
も
ろ
と
も
に
、
こ
ゝ
か
し
こ
の
野
山
の
花
見
あ
り
か
れ
け
る
に
、
春
の
日
の
長
き
も
あ
か
ず
日
は
西
山
に
は
や
い
り
て
猶
興
じ
眺
あ
り
け
る
が
、
春
の
山
風
桜
の
梢
ふ
き
わ
た
り
花
の
ち
り
し
く
に
、
月
の
影
お
ぼ
ろ
に
か
す
み
た
し
か
に
見
え
ね
ば
空
打
み
や
り
て
、｢
ち
る
う
さ
を
見
じ
と
霞
に
へ
だ
ゝ
り
て
花
に
や
月
の
な
れ
ぬ
な
る
ら
ん｣
と
よ
み
て
、
大
道
ぬ
し
に
見
せ
け
る
と
後
に
聞
え
け
る
と
ぞ
。
606
琵
琶
彦(
401)
尾
張
国
名
古
屋
古
渡
の
里
に
す
め
る
滝
屋
ぬ
し
は
な
り
は
ひ
の
か
せ
ぎ
に
と
、
幾
国
々
を
な
ん
廻
り
あ
り
か
れ
け
る
。
あ
る
と
し
古
渡
を
立
出
て
三
河
路
を
心
ざ
し
い
そ
が
れ
け
る
。
頃
は
秋
の
末
に
し
て
、
四
方
山
の
樹
々
う
る
は
し
う
紅
葉
そ
み
つ
る
け
し
き
う
ち
な
が
め
つ
ゝ
あ
り
き
け
れ
ば
、
夕
日
も
西
山
の
端
に
落
入
て
足
も
と
を
ぐ
ら
か
り
け
れ
ど
、
も
と
よ
り
旅
路
な
れ
て
ゐ
に
け
れ
ば
う
し
と
せ
ず
、
山
路
を
あ
へ
ぎ


い
そ
が
れ
け
る
に
、
最
中
の
月
さ
し
出
て
道
の
た
よ
り
よ
く
遠
方
ま
で
も
見
え
わ
た
り
け
る
に
、
紅
葉
の
か
げ
に
雄
鹿
の
ふ
し
ゐ
た
る
を
見
て
、
｢
お
く
山
の
紅
葉
の
か
げ
に
ふ
す
鹿
の
は
る
の
心
に
い
か
で
な
り
け
む｣
と
よ
み
け
る
。
か
ゝ
る
難
儀
の
旅
路
に
て
歌
よ
む
こ
と
、
た
ゞカケ
人
の
お
よ
ぶ
業
な
ら
ん
や
。
607
胤
雄
江
戸
馬
喰
町
初
音
馬
場
の
官
舎
に
住
す
。
氏
は
中
沢
、
通
称
平
之
丞
、
名
帥
、
字
壮
夫
。
幼
時
文
武
を
嗜
の
折
、
数
学
に
心
を
寄
す
。
頗
発
達
の
聞
え
あ
り
。
弱
冠
に
し
て
公
務
に
あ
づ
か
り
、
陸
奥
な
る
塢
お
よ
び
浅
川
の
両
陣
屋
に
住
す
。
そ
の
頃
よ
り
狂
哥
を
詠
じ
葛
飾
連
に
入
て
文
量
舎
蔵
主
と
呼
。
故
あ
り
て
燕
栗
園
を
慕
ひ
、
翁
よ
り
判
者
を
ゆ
る
さ
れ
文

社
胤
雄
と
あ
ら
た
む
。
其
後
江
戸
に
帰
り
て
よ
り
は
い
さ
ゝ
か
お
こ
た
り
の
心
出
て
、
喫
茶
俳
諧
を
の
み
弄
し
か
ど
、
近
ご
ろ
ふ
た
ゝ
び
水
魚
喚
友
の
間
に
遊
び
て
交
り
深
し
。
ま
た
清
水
光
房
に
随
ひ
て
和
歌
を
詠
じ
、
い
と
ま
あ
る
時
は
芳
宜
園
の
遺
跡
を
な
ら
ふ
と
き
け
り
。
会
友
館
、
萍
屋
の
別
号
あ
り
。
こ
の
ご
ろ
や
む
ご
と
な
き
君
よ
り
額
を
た
ま
ひ
て
、
さ
ら
に
雑
体
歌
垣
の
号
あ
り
。
性
質
名
誉
を
を
こ
の
ま
ず
出
詠
一
組
を
限
り
と
す
れ
ば
、
甲
乙
録
に
お
い
て
誉
あ
る
こ
と
す
く
な
け
れ
ど
、
世
に
し
る
と
こ
ろ
に
は
ま
さ
れ
り
。
年
い
ま
だ
厄
を
こ
え
ず
。
あ
る
と
き
い
と
ふ
か
く
契
り
た
る
中
を
へ
だ
て
ら
る
ゝ
こ
と
あ
り
て
、

見
る
事
も
え
な
ら
ず
な
り
け
る
折
か
ら
、
池
な
る
水
鳥
を
見
て
よ
み
け
る
。｢
釼
羽
を
身
に
も
つ
を
し
は
諸
と
も
に
し
な
ん
と
ま
で
や
恋
に
せ
ま
れ
る｣
。
こ
の
女
は
玉
楼
の
遊
女
に
て
、
誰
袖
と
申
と
な
ん
あ
る
ひ
と
か
た
り
伝
ふ
。
608
守
鷹
出
羽
国
天
童
の
藩
士
に
し
て
姓
は
藤
原
、
氏
は
吉
田
、
文
哥
堂
真
名
冨
の
弟
な
り
。
幼
時
よ
り
俳
諧
の
発
句
を
吟
出
し
、
ま
た
深
く
和
歌
お
よ
び
俳
諧
歌
を
好
み
て
秀
詠
多
し
。
松
旭
亭
と
号
す
。
ま
た
梅
月
庵
玉
澗
亭
と
も
い
ふ
。
庭
上
に
愛
石
あ
り
て
万
寿
石
と
呼
ぶ
。
よ
り
て
亀
の
門
の
別
号
あ
り
。
時
に
年
甫
三
十
有
四
歳
也
と
ぞ
。
い
と
ま
あ
る
時
は
万
寿
石
に
乗
り
て
、
遣
り
水
に
釣
を
た
れ
て
た
の
し
む
。
あ
る
時
友
人
来
り
訪
ふ
。
守
鷹
例
の
亀
石
の
上
に
座
し
釣
を
垂
て
余
念
な
し
。
友
人
た
は
ぶ
れ
に
云
、
子
の
す
が
た
浦
島
が
子
に
似
た
り
。
い
か
な
る
筥
を
か
も
て
る
と
と
ふ
。
折
ふ
し
日
す
で
に
か
た
ぶ
き
て
、
夕
月
の
か
げ
い
と
朧
に
か
す
み
な
が
ら
出
け
れ
ば
、
守
鷹
と
り
あ
へ
ず
、｢
秋
の
夜
は
紅
葉
と
と
も
に
て
ら
ん
と
て
花
に
は
霞
む
月
の
か
げ
か
も｣
と
口
ず
さ
び
て
、
是
な
ん
わ
が
も
て
る
箱
な
る
と
答
ふ
。
俗
に
其
人
の
得
意
と
す
る
事
を
お
は
こ
と
い
ふ
故
也
。
友
人
聞
て
、
げ
に
か
く
め
で
た
き
春
の
夜
の
月
も
、
あ
け
な
ば
い
か
ば
か
り
か
く
や
し
か
ら
ま
し
と
、
と
も
に
手
を
打
て
わ
ら
ひ
あ
へ
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
― 81―( 81 )
り
と
な
ん
。
609
桂
影
芳(
822)
武
蔵
国
入
間
郡
み
よ
し
の
ゝ
里
に
住
し
て
、
新
井
武
啓
と
号
す
。
無
古
都
雄
た
り
。
江
戸
辰
巳
冨
岡
の
ほ
と
り
の
仮
宅
に
居
住
し
て
、
通
称
上
総
屋
新
兵
衛
と
呼
ぶ
。
狂
哥
は
千
穐
庵
二
世
千
首
楼
を
師
と
す
。
師
よ
り
春
曙
斎
、
霞
桜
亭
ま
た
一
樹
園
の
号
を
給
ひ
て
、
哥
よ
とマ
むマ
い
へ
ど
も
い
た
ら
ず
、
い
た
れ
る
に
道
を
行
ず
。
こ
れ
い
か
に
せ
ん
。
か
ら
や
ま
と
の
ふ
み
は
さ
ら
な
り
、
み
や
び
つ
ど
ひ
の
け
ぢ
め
あ
り
て
ふ
事
を
さ
へ
学
え
し
ら
ざ
る
を
や
。
し
か
は
い
へ
ど
物
い
た
り
て
つ
と
め
ざ
ら
ん
よ
り
、
お
こ
た
ら
ざ
ら
ん
を
よ
し
と
さ
だ
め
、
今
連
に
遊
ぶ
。
あ
る
日
春
雨
の
い
と
つ
れ


な
る
に
、
か
く
な
ん
よ
め
る
。｢
花
鳥
の
い
ろ
音
ふ
く
め
る
春
雨
は
さ
て
あ
る
べ
き
を
ふ
る
に
う
み
け
り｣
。
ま
た
夏
の
夜
の
月
を
見
て
、
｢
明
や
す
き
夏
の
ゆ
ふ
べ
の
月
影
を
秋
の
夜
に
し
て
見
ん
よ
し
も
が
な｣
。
秋
の
夜
の
月
に
さ
へ
五
百
夜
つ
が
な
ん
と
か
い
へ
れ
ば
、
み
じ
か
夜
の
月
の
を
し
さ
は
げ
に
さ
も
あ
り
な
ん
と
た
れ
も


こ
と
わ
り
、
さ
り
と
ぞ
お
も
ひ
け
る
と
な
む
。
七
編
】701
枝
道(
405)
東
都
下
谷
広
小
路
辺
に
住
す
る
三
余
亭
ぬ
し
は
、
人
の
よ
く
し
り
た
る
当
世
た
は
れ
哥
の
上
手
に
な
ん
有
け
る
。
あ
る
年
夏
の
は
じ
め
つ
か
た
、
京
の
ぼ
り
し
て
宇
治
川
の
ほ
と
り
を
供
人
打
つ
れ
こ
ゝ
か
し
こ
見
あ
り
か
れ
け
る
に
、
鵜
つ
か
ふ
舟
の
山
吹
の
瀬
に
み
え
け
れ
ば
、
腰
な
る
旅
硯
と
り
出
て｢
宇
治
川
や
山
吹
の
瀬
に
魚
え
て
も
み
に
な
ら
ず
と
て
鵜
や
か
こ
つ
ら
ん｣
。
か
く
日
記
に
か
い
つ
け
つ
ゝ
都
の
し
る
べ
の
か
た
へ
い
に
け
り
。
か
く
て
都
の
名
ど
こ
ろ
も
残
る
か
た
な
く
見
尽
し
て
、
ま
た
大
和
の
国
に
い
き
て
名
だ
か
き
処
々
見
め
ぐ
り
、
日
数
あ
ま
た
経
に
け
れ
ば
冬
の
な
か
ば
に
な
り
け
り
。
雪
ふ
り
け
る
日
、
片
岡
野
べ
を
打
過
け
る
に
里
の
わ
ら
は
ど
も
、
う
ち
つ
ど
ひ
つ
ゝ
手
あ
か
う
し
て
達
磨
禅
師
の
形
を
余
念
な
う
作
り
居
け
る
を
見
て
か
く
な
ん
。｢
雪
達
磨
か
た
岡
野
べ
に
つ
く
り
ゐ
て
飯
に
う
ゝ
る
も
し
ら
ぬ
あ
げ
ま
き｣
。
此
所
の
ふ
る
ご
と
を
お
も
ひ
よ
そ
へ
て
口
ず
さ
び
つ
ゝ
過
け
る
と
か
や
。
702
茂
木
広
善(
601)
下
総
野
田
の
里
、
星
清
子
ぬ
し
は
此
さ
と
に
な
ら
び
な
き
冨
家
に
し
あ
れ
ば
、
前
栽
の
広
さ
め
も
は
る
に
い
と
高
き
築
山
あ
り
て
、
利
根
川
の
流
れ
引
つ
ゝ
滝
お
と
し
水
は
し
ら
し
、
四
季
を
り


の
草
に
木
に
さ
ま


花
か
へ
て
を
か
し
き
中
に
も
、
秋
は
い
ろ


の
草
の
花
ど
も
咲
出
う
る
は
し
う
み
え
た
る
に
、
を
り
ふ
し
秋
の
最
中
の
空
は
れ
わ
た
り
け
る
と
て
、
数
寄
屋
の
縁
に
敷
も
の
と
り
ひ
ろ
げ
さ
せ
端
ゐ
し
て
庭
の
面
を
う
ち
眺
め
け
る
に
、
月
影
の
千
種
の
露
ご
と
に
う
つ
り
た
る
は
、
玉
敷
の
庭
も
か
く
や
ら
ん
と
お
も
ふ
ま
で
に
み
え
け
れ
ば
、
か
た
へ
の
硯
引
よ
せ
筆
と
り
も
あ
へ
ず
、｢
月
の
か
げ
う
つ
れ
ば
を
か
し
し
ら
露
は
ひ
ろ
ひ
あ
ぐ
べ
き
玉
な
ら
ね
ど
も｣
。
か
く
よ
み
け
り
と
な
ん
。
703
喜
吉(
109
・
306)
武
蔵
小
川
の
里
の
沢
泉
舎
ぬ
し
、
陸
奥
松
嶋
遊
覧
せ
ば
や
と
心
あ
ひ
の
友
だ
ち
と
う
ち
つ
れ
、
春
き
さ
ら
ぎ
の
空
ま
だ
寒
き
に
旅
だ
ち
け
り
。
道
す
が
ら
歌
人
の
名
に
聞
え
た
る
人
ン
ど
の
い
ほ
り
を
尋
ら
れ
け
れ
ば
、
弥
生
は
じ
め
の
頃
磐
手
山
の
梺
磐
手
の
里
に
来
に
け
り
。
こ
ゝ
は
山
吹
の
名
だ
ゝ
る
所
に
て
、
時
し
り
が
ほ
に
花
咲
み
だ
れ
た
る
を
み
て
喜
吉
ぬ
し
、｢
あ
は
れ
さ
の
つ
て
あ
る
べ
き
を
と
こ
ろ
さ
へ
い
は
て
の
里
の
山
ぶ
き
の
は
な｣
。
か
く
よ
み
け
る
を
友
だ
ち
感
じ
あ
へ
り
け
り
。
さ
て
夏
の
は
じ
め
に
陸
奥
残
る
処
な
う
見
あ
り
き
て
帰
ら
れ
け
る
に
、
夏
も
過
秋
も
や
ゝ
九
月
の
節
供
ち
か
く
な
り
に
け
れ
ば
、
庭
の
面
の
千
ぐ
さ
の
花
な
が
め
な
う
さ
う


し
く
み
え
け
る
中
に
、
只
菊
の
花
莟
ま
じ
り
に
咲
た
る
は
一
し
ほ
を
か
し
か
り
け
れ
ば
、
は
し
ぢ
か
な
る
硯
帋
引
よ
せ
さ
ら


と
、｢
菊
の
花
ま
だ
し
き
ほ
ど
を
我
め
で
ん
う
つ
ろ
ふ
か
ら
に
色
ま
さ
る
と
も｣
。
か
く
か
き
を
は
り
お
し
も
み
て
捨
ら
れ
け
る
を
、
か
た
へ
な
る
わ
ら
は
の
拾
ひ
置
け
る
と
ぞ
。
704
真
名
富(
111)
出
羽
国
最
上
川
の
辺
り
天
童
の
里
に
世
々
す
め
る
吉
田
ぬ
し
は
、
総
角
の
頃
よ
り
― 82― ( 82 )
大
江
戸
の
み
た
ち
に
勤
仕
て
あ
り
け
る
い
と
ま
に
、
四
方
歌
垣
翁
の
庵
へ
か
よ
ひ
て
俳
諧
哥
よ
ま
れ
け
る
に
、
四
十
ば
か
り
の
頃
故
郷
な
る
天
童
へ
帰
ら
れ
け
る
。
ふ
る
さ
と
は
い
と
ま
あ
り
が
ち
な
り
け
れ
ば
近
き
わ
た
り
の
若
人
が
り
ゆ
き
て
、
歌
の
道
の
を
か
し
き
ふ
り
を
す
ゝ
め
、
も
の
せ
ら
れ
け
る
ま
め


し
き
心
よ
り
、
お
の
も


し
た
ひ
来
て
あ
が
仏
と
尊
み
、
日
々
に
よ
み
人
い
や
ま
し
け
れ
ば
、
久
し
う
は
れ
な
る
歌
筵
に
い
だ
す
こ
と
お
こ
た
り
ゐ
に
け
れ
ば
と
て
、
を
し
へ
子
た
ち
を
そ
ゝ
の
か
し
て
、
檜
園
は
知
己
な
れ
ば
と
て
此
月
並
の
つ
ど
へ
を
は
じ
め
と
し
て
、
外
の
大
人
た
ち
の
つ
ど
へ
に
も
た
れ
か
れ
と
共
に
よ
み
出
し
け
る
は
、
此
三
と
せ
四
と
せ
こ
な
た
の
事
に
な
ん
あ
り
け
る
。
さ
れ
ば
を
し
へ
子
た
ち
角
力
立
の
類ムシ
出
さ
ん
を
り
は
、
こ
れ
に
や
せ
ま
し
か
れ
に
や
せ
ま
し
と
此
う
し
に
問
ひ
も
の
す
る
人
お
ほ
し
。
さ
れ
ば
か
た
へ
の
人
い
ら
へ
く
、
君
と
し
た
け
て
か
ゝ
る
事
を
も
う
る
さ
し
と
は
お
も
ひ
た
ま
は
ず
や
と
と
ひ
け
れ
ば
、
や
が
て｢
捨
ら
れ
ぬ
世
の
う
れ
し
さ
に
ひ
ろ
ひ
た
る
老
が
年
を
ば
何
な
げ
く
べ
き｣
。
か
く
よ
み
て
筆
う
ち
を
さ
し
お
き
け
れ
ば
、
す
き
人
な
り
と
ほ
め
の
ゝ
し
り
て
帰
り
け
り
。
此
う
し
の
庭
の
入
門
の
か
た
へ
に
、
年
ふ
る
松
の
鶴
の
羽
を
の
し
た
ら
ん
形
あ
る
を
愛
て
、
あ
し
た
ゆ
ふ
べ
と
な
く
木
陰
に
よ
り
て
眺
め
も
し
む
し
ろ
敷
せ
て
歌
よ
み
け
れ
ば
、
を
し
へ
子
た
ち
鶴
の
門
ぬ
し
と
ぞ
呼
け
る
と
な
ん
。
705
玉
江
真
舟
津
の
国
真
住
吉
な
る
神
詠
堂
の
あ
る
じ
は
、
初
め
視
船
と
い
ふ
。
浪
速
に
居
を
も
と
め
て
よ
り
、
号
を
碧
玉
園
ま
た
蘆
屋
と
あ
ら
た
む
。
そ
の
文
に
、
み
や
び
や
か
な
る
人
の
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
ば
し
も
え
こ
そ
し
ら
れ
ね
、
難
波
の
春
の
け
し
き
年
ご
ろ
こムシ
れ
が
な
つ
か
し
さ
に
、
み
や
こ
に
は
住
わ
び
は
て
ゝ
と
、
壬
生
忠
見
は
め
で
給
へ
り
し
す
み
よムシ
し
の
里
の
や
ど
り
を
も
、
い
つ
し
か
立
い
で
ゝ
こ
ゝ
に
庵
し
め
た
る
。
さ
れ
ば
わ
が
書
斎
をムシ
萱
の
屋
と
し
も
こ
と
さ
ら
に
お
ほ
せ
つ
る
は
、
此
な
に
は
を
お
き
て
ま
た
い
づ
れ
に
か
や
ど
り
を
も
と
め
ん
の
こ
ゝ
ろ
し
ら
ひ
に
て
、
は
た
い
た
り
あ
さ
き
身
に
し
て
江
の
水
の
な
が
れ
た
□ムシ
ま
し
か
り
せ
ば
、
芦
の
わ
か
葉
の
ひ
と
ふ
し
を
も
う
た
ひ
い
で
な
ま
し
と
、
み
づ
か
ら
か
う
し
も
な
づ
く
る
に
な
ん
。｢
わ
が
庭
に
あ
す
咲
ぬ
べ
き
花
を
し
も
ま
て
ば
遠
き
に
ゆ
く
お
も
ひ
か
な｣
。706紀
真
和
氏
は
森
居
、
名
は
孝
照
、
尾
張
国
名
古
屋
広
井
に
住
す
。
美
都
垣
と
号
し
又
、
蕉ムシ
園
、
柏
園
と
も
い
ふ
。
文
政
戌
の
と
し
四
方
歌
垣
翁
よ
り
判
者
を
ゆ
る
さ
れ
、
秀
詠
多
く
諸
側
の
す
り
ま
き
に
み
え
た
り
。
名
古
屋
四
境
に
四
才
を
立
、
西
に
住
す
る
故
、
城
西
歌
垣
と
称
し
て
門
人
多
し
。
あ
る
時
鵜
川
と
い
へ
る
題
に
て
、｢
世
の
あ
は
れ
し
ら
ぬ
鵜
飼
の
な
り
は
ひ
や
月
あ
か
き
夜
は
袖
の
か
わ
き
て｣
。
か
く
も
の
を
う
ら
う
へ
に
と
り
て
、
た
く
み
に
よ
み
な
す
事
を
よ
く
せ
り
。
さ
れ
ば
す
べ
て
よ
み
出
る
歌
皆
お
も
ぶ
き
深
く
興
あ
り
て
、
か
い
な
で
の
歌
よ
み
の
お
よ
ぶ
べ
き
所
に
あ
ら
ず
。
707
鶯
光
世
東
都
新
宿
に
住
す
。
姓
は
源
、
氏
は
竹
内
、
通
称
を
宗
七
と
呼
。
曽
て
六
樹
園
翁
に
順
て
狂
歌
を
詠
じ
花
月
亭
二
楽
と
号
す
。
師
翁
没
後
し
ば
ら
く
休
詠
し
て
有
け
る
に
翁
の
連
内
、
擣
衣
園
音
成
ぬ
し
の
す
ゝ
め
に
依
て
ふ
た
ゝ
び
詠
吟
す
。
今
何
れ
の
側
と
い
ふ
事
な
く
独
立
し
て
諸
側
へ
出
詠
す
。
竹
内
氏
な
る
に
依
て
、
天
保
九
戌
年
よ
り
竹
裏
庵
光
世
と
改
名
す
。
ま
た
鶯
邨
居
の
別
号
あ
り
。
姓ママ
酒
を
好
み
て
斗
酒
を
傾
け
尚
あ
く
こ
と
を
し
ら
ざ
り
し
が
、
思
ひ
た
つ
よ
し
あ
り
て
固
く
禁
じ
今
一
滴
も
飲
ず
。
只
狂
歌
を
よ
む
事
を
又
な
き
た
の
し
み
と
せ
り
。
か
つ
天
明
寛
政
の
ふ
り
を
き
ら
ひ
て
当
世
の
風
調
を
う
べ
な
ひ
、
優
言
のムシ
詠
歌
す
く
な
か
ら
ず
。｢
わ
が
中
に
いムシ
か
で
な
ら
は
ん
し
る
人
も
な
み
の
下
な
る
に
ほ
の
か
よ
ひ
路｣
。
708
徳
賀
東
都
日
本
橋
の
辺
り
道
寿
や
し
き
に
住
す
。
年
齢
廿
と
せ
あ
ま
り
八
歳
。
氏
は
平
野
、
通
称
を
忠ムシ
八
と
呼
ぶ
。
天
保
七
申
年
よ
り
は
じ
め
て
琴
通
舎
翁
を
師
と
し
て
た
は
れ
歌
を
詠
ず
。
号
を
琴
詠
舎
と
よ
べ
り
。
ま
た
琴
鼓
堂
、
山
甚
園
等
の
別
号
あ
り
。｢
す
さ
ま
じ
き
こ
が
ね
の
山
を
く
づ
す
べ
き
力
あ
り
と
は
見
え
ぬ
う
か
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
― 83―( 83 )
れ
女｣
。709
泉
清
浄
南
総
養
老
高
根
の
住
。
農
家
に
し
て
氏
は
永
野
、
通
称
を
栄
助
と
呼
ぶ
。
常
に
艸
木
を
養
ひ
て
楽
と
す
。
天
保
酉
年
よ
り
深
川
桂
居
翁
の
門
に
入
て
俳
諧
う
た
を
詠
ず
。
養
老
連
の
一
人
た
り
。
遷
月
堂
と
号
す
。｢
川
の
瀬
の
浅
き
は
し
り
て
後
の
世
の
罪
の
ふ
か
き
は
し
ら
ぬ
う
か
ひ
雄｣
。
710
太
山
茂
樹(
821)
東
都
本
材
木
町
に
住
。
通
称
中
村
勘
右
衛
門
と
い
ふ
。
天
保
五
年
六
月
よ
り
月
下
亭
の
門
に
入
て
初
て
俳
諧
歌
を
詠
じ
号
を
材
月
園
と
呼
。
さ
れ
ど
も
元
よ
り
家
貧
し
け
れ
ば
、
今
年
二
十
五
に
な
れ
ど
も
一
ひ
ら
の
書
を
み
し
こ
と
も
な
く
、
文
一
日
も
手
習
せ
し
事
も
あ
ら
ね
ば
、
我
詠
る
歌
を
物
に
書
つ
く
る
事
も
な
ら
ず
。
し
か
の
み
な
ら
ず
性
質
愚
鈍
な
れ
ば
、
此
道
に
入
て
よ
り
六
と
せ
に
な
れ
ど
も
人
に
聞
せ
ま
ほ
し
と
思
ふ
歌
は
未
一
つ
と
詠
得
ず
。｢
う
さ
の
み
は
と
は
ず
な
り
け
り
常
う
と
き
人
さ
へ
庭
の
花
に
つ
ど
ふ
を｣
。
711
光
郷
武
蔵
川
越
の
城
頭
鴫
街
に
居
住
す
。
薬
種
を
交
易
す
る
を
家
業
と
す
。
秋
錦
亭
、
又
、
泰
庵
と
号
す
。
狂
歌
を
詠
初
て
よ
り
い
ま
だ
い
く
ば
く
も
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
秀
詠
達
吟
に
し
て
此
道
に
年
久
し
く
遊
ぶ
者
と
い
へ
ど
も
及
ぶ
事
能
は
ず
と
ぞ
。
｢
春
く
れムシ
ば
老
鶯
も
わ
か
や
ぎ
ぬ
い
か
で
わ
が
身
も
よ
じ
ら
ま
し
か
ば｣
。
八九
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芦
原
田
鶴
東
都
鉄
炮
洲
に
居
住
す
。
氏
は
菊
地
、
通
称
仁
左
衛
門
と
呼
。
故
鈍
々
亭
の
門
に
入
て
狂
歌
を
詠
じ
、
千
齢
子
、
湊
淵
亭
の
号
あ
り
。｢
見
る
う
ち
に
は
れ
み
く
も
り
み
と
く
過
ぬ
月
や
あ
ゆ
め
る
雲
や
は
し
れ
る｣
。
802
朝
日
輝
高
上
野
国
山
名
の
庄
家
、
伊
藤
氏
の
嫡
男
。
雅
号
を
山
一
亭
輝
高
と
い
へ
り
。
山
本
連
の
礎
な
り
。
幼
年
よ
り
為
流
庵
に
睦
び
て
兄
弟
の
契
を
な
す
。
狂
哥
は
折
々
心
の
慰
に
よ
め
り
。
又
近
駅
に
出
て
遊
婦
を
愛
し
志
深
き
人
也
。
さ
れ
ば
同
駅
に
三
人
の
馴
婦
あ
り
。
慕
心
防
ぎ
が
た
く
思
は
れ
け
る
時
、
彼
等
が
も
と
へ｢
め
し
も
り
の
杓
子
面
な
る
女
に
も
財
布
の
腹
の
へ
る
が
あ
や
し
さ｣
。
か
く
よ
み
て
送
ら
れ
け
る
を
見
て
、
三
人
の
女
腹
に
た
ま
り
兼
け
る
に
や
、
そ
れ
ま
で
や
し
な
ひ
え
た
る
粟
飯
の
か
ご
を
そ
の
儘
か
へ
し
け
り
と
な
ん
。
こ
れ
皆
哥
の
徳
な
り
。
な
ほ
此
外
に
も
恋
歌
に
秀
吟
多
し
。
あ
る
時
、
不

祈
恋
と
い
ふ
事
を
、｢
つ
ま
な
し
の
花
を
座
と
す
る
み
仏
を
い
の
り
し
故
か
あ
ふ
こ
と
の
な
き｣
。
か
く
よ
み
け
れ
ば
人
々
手
を
打
て
感
じ
け
る
と
ぞ
。
803
窓
雪
中
山
道
熊
谷
の
駅
に
住
居
す
。
好
て
狂
哥
を
よ
め
り
。
友
人
宝
彫
亭
形
義
ぬ
し
と
あ
る
日
、
歌
の
筵
に
あ
り
て
夏
山
と
い
へ
る
題
を
よ
め
る
。｢
し
ら
浪
と
み
え
に
し
花
の
梢
さ
へ
和
田
の
藍
な
す
み
よ
し
野
の
山｣
。
か
く
よ
み
け
れ
ば
形
義
ぬ
し
感
じ
思
は
れ
け
る
と
か
や
。
804
滝
守
上
総
国
養
老
上
高
根
に
居
住
し
て
、
世
々
長
の
家
た
り
。
氏
は
永
野
、
通
称
熊
吉
と
呼
。
狂
歌
は
月
下
亭
ぬ
し
に
順
て
詠
吟
す
。
号
を
孝
月
亭
と
い
ふ
。
此
人
詠
始
し
よ
り
、
養
老
に
歌
人
多
く
出
来
た
り
と
ぞ
。
あ
る
時
友
だ
ち
の
庵
に
て
歌
筵
を
開
き
し
時
、
祈
恋
と
い
へ
る
を
よ
め
と
あ
り
け
れ
ば
、
声
に
応
じ
て
筆
を
と
り
あ
げ
か
く
よ
み
け
る
。｢
さ
り
と
も
と
つ
れ
な
き
人
に
ゆ
ふ
だ
す
き
む
す
び
か
へ
つ
ゝ
な
ほ
い
の
る
か
な｣
。
805
秋
田
広
海
姓
は
源
、
氏
は
増
岡
、
名
は
保
敦
。
武
蔵
谷
貫
に
住
す
。
武
隈
庵
の
門
に
入
て
戯
歌
を
詠
じ
、
初
名
橘
下
窓
と
号
し
、
伝
は
剪
綵
百
人
一
首
に
詳
な
り
。
今
、
民
年
― 84― ( 84 )
庵
、
郡
杼
理
園
、
四
方
の
屋
の
別
号
あ
り
。
暇
あ
る
時
は
古
事
記
伝
、
万
葉
集
に
目
を
さ
ら
す
と
い
へ
ど
も
、
不
才
に
し
て
心
に
い
ら
ず
。
物
毎
難
解
事
は
交
厚
千
束
庵
に
文
通
し
、
今
此
小
伝
の
集
に
入
る
は
、
寔
に
盲
亀
の
浮
木
を
得
た
る
ご
と
し
と
云
り
。｢
難
波
が
た
た
か
ぬ
汀
の
か
れ
芦
も
日
か
げ
に
け
ぶ
る
霜
の
朝
あ
け｣
｢
こ
も
ら
ず
ば
い
か
で
み
る
べ
き
小
初
瀬
や
枯
木
に
花
の
霜
の
あ
け
ぼ
の｣
。
806
津
田
詮
村
上
野
国
小
幡
侯
の
臣
に
し
て
、
今
東
都
西
丸
下
に
住
居
す
。
文
政
の
中
頃
よ
り
二
世
浅
草
庵
守
舎
翁
の
門
に
入
て
狂
歌
を
詠
じ
、
壺
嘯
楼
の
号
を
受
、
琴
繁
と
い
ひ
き
。
翁
没
し
て
三
世
の
あ
る
じ
春
村
う
し
に
随
ひ
て
哥
学
に
心
を
耽
ら
し
、
記
紀
を
初
と
し
て
史
類
物
語
等
を
よ
み
、
こ
と
に
詞
の
玉
の
緒
、
詞
の
八
衢
二
書
を
明
ら
め
て
よ
み
出
る
歌
、
格
に
た
が
へ
る
は
な
し
。
天
保
十
年
冬
浅
舒
庵
の
号
を
受
、
詮
村
と
改
。
春
鶯
園
の
別
号
あ
り
。｢
か
へ
る
で
の
も
み
ぢ
ば
か
り
は
よ
し
の
川
岩
も
と
さ
り
て
浪
に
ち
り
ゆ
く｣
。
807
明
信
東
都
芝
三
嶋
町
に
住
す
。
姓
は
源
、
氏
は
海
野
、
通
称
を
弥
助
と
い
ふ
。
家
職
い
と
ま
あ
る
時
は
狂
歌
を
詠
じ
又
俳
諧
の
発
句
を
吐
く
と
い
へ
ど
も
、
狂
歌
の
を
か
し
み
に
し
か
ざ
る
を
し
り
て
歌
を
詠
吟
す
る
事
多
し
。
狂
名
を
花
筵
亭
砂
美
彦
と
呼
け
る
を
、
天
保
七
年
秋
檜
垣
連
に
入
て
檜
盛
園
明
信
と
改
め
た
り
。
俳
諧
は
雪
中
庵
対
山
に
順
て
芦
雪
と
い
ふ
と
ぞ
。
あ
る
と
し
の
冬
、
朝
ま
だ
き
起
出
て
庭
う
ち
な
が
め
つ
ゝ
、｢
風
さ
ゆ
る
あ
し
た
の
庭
に
お
く
霜
は
さ
く
し
ら
菊
に
ま
が
ふ
間
ぞ
な
き｣
。
か
く
よ
み
て
ふ
と
こ
ろ
紙
に
か
い
つ
け
け
る
と
聞
え
た
り
。
808
土
川
明
宗
飛

国
高
山
に
住
す
。
名
は
軌
方
、
字
君
慎
、
通
称
角
屋
宗
左
衛
門
。
い
さ
ゝ
か
な
る
雀
粮
の
田
甫ママ
に
よ
り
て
、
口
に
の
り
す
る
の
外
嗜
な
し
。
父
も
狂
歌
を
好
、
文
化
の
こ
ろ
ほ
ひ
四
方
滝
水
米
人
の
う
し
此
地
遊
歴
の
を
り
か
ら
、
舟
津
て
ふ
里
に
て
哥
を
こ
ひ
け
る
に
、
取
あ
へ
ず
、
大
浪
の
如
く
つ
ら
な
る
山
こ
え
て
飛

の
舟
津
に
か
ゝ
る
旅
人
、
と
よ
み
て
あ
た
へ
ら
れ
た
る
。
当
意
即
妙
な
る
を
感
吟
の
あ
ま
り
、
随
身
し
て
跡
利
館
朱
人
と
呼
。
文
政
戊
子
六
月
病
に
ふ
し
て
、
や
う


死
に
な
ん


と
す
る
の
月
、
花
瓶
に
さ
せ
る

を
み
て
よ
め
る
。
死
て
か
ら

の
う
て
な
も
何
か
出
ん
と
か
く
い
け
る
を
花
と
こ
そ
見
め
。
か
く
一
生
を
狂
言
綺
語
の
間
に
あ
そ
び
て
終
り
け
る
。
則
、
其
子
に
し
て
お
な
じ
く
こ
の
道
を
好
む
こ
と
大
か
た
な
ら
ず
。
東
都
竜
の
門
の
門
に
い
り
て
師
よ
り
竜

社
の
号
を
賜
は
り
、
斎
竜
連
の
末
筵
に
座
す
。
ま
た
八
月
望
の
夜
に
生
る
ゝ
に
よ
り
て
満
生
子
の
号
あ
り
。
古
き
発
句
に
、
名
月
や
こ
よ
ひ
生
る
ゝ
子
も
あ
ら
ん
、
と
あ
る
に
は
似
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
何
ひ
と
つ
あ
か
せ
る
こ
と
も
な
く
て
、
い
た
づ
ら
に
あ
ふ
る
ゝ
ま
で
肥
ふ
と
り
た
る
の
み
は
、
泥
亀
に
も
を
さ


を
と
る
ま
じ
。
た
ま


師
の
高
点
を
得
て
、
手
の
ま
ひ
足
の
踏
ど
こ
ろ
を
し
ら
ず
な
ん
有
け
る
。
｢
こ
よ
ひ
か
く
我
を
ま
た
せ
て
こ
ゝ
ろ
み
に
つ
き
そ
ひ
を
る
か
君
が
面
影｣
。
809
鏡
磨
安
北
越
新
発
田
の
辺
、
猿
橋
の
商
家
に
し
て
、
通
称
鏡
屋
安
右
衛
門
、
名
は
章
広
、
字
は
鳳
義
、
氏
桐
生
と
言
を
以
て
桐
樹
園
と
号
す
。
年
甫
三
十
三
。
故
六
樹
園
翁
の
門
に
入
て
狂
歌
を
詠
ず
。
且
つ
蹴
鞠
、
囲
碁
を
嗜
、
書
を
読
の
僻
あ
り
。
今
、
延
寿
連
に
加
入
す
。｢
手
に
ふ
れ
な
ば
消
ん
朝
霜
も
み
ぢ
葉
の
た
な
ひ
ら
に
し
も
見
る
は
を
か
し
な｣
。
810
真
砂
北
越
新
発
田
猿
橋
の
商
家
た
り
。
通
称
川
口
屋
喜
八
と
呼
。
い
と
ま
あ
る
時
は
和
漢
の
書
を
よ
み
狂
歌
を
詠
ず
。
近
来
延
寿
連
に
入
て
、
千
代
の
門
ぬ
し
に
順
て
東
都
檜
垣
連
に
加
は
り
手
柄
多
し
。
川
口
屋
と
呼
ぶ
に
よ
り
て
澄
川
亭
、
又
、
岸
廼ムシ
門
の
号
あ
り
。
年
甫
三
十
一
才
。
あ
る
冬
の
朝
、
起
い
で
ゝ
窓
の
さ
う
じ
お
し
ひ
ら
き
み
け
れ
ば
、
霜
の
ふ
り
け
る
を
見
て
、｢
明
ぬ
る
を
月
夜
と
み
せ
て
朝
い
づ
る
人
ま
ど
は
せ
に
お
け
る
霜
か
も｣
。
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
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811
釈
照
信
琵
琶
湖
西
の
産
。
幼
な
う
し
て
台
嶺
に
登
り
、
顕
密
の
学
を
錬
磨
す
。
故
に
日
吉
の
屋
の
号
あ
り
。
今
伊
勢
の
津
、
寒
松
精
舎
に
遊
び
、
専
ら
書
を
講
じ
て
院
中
の
童
蒙
を
導
け
り
。
は
た
今
年
天
保
亥
の
夏
、
旱
天
に
雨
を

り
て
験
あ
り
と
ぞ
。
傍
に
狂
歌
を
よ
く
し
て
、
側
浜
荻
連
の
魁
首
た
り
。
荻
屋
常
に
い
へ
ら
く
、
我
た
ま


歌
を
以
て
世
に
し
ら
る
と
い
へ
ど
も
、
天
性
短
才
に
し
て
何
ぞ
師
た
る
の
器
な
ら
ん
。
只
つ
と
め
て
我
に
ま
さ
ら
ん
事
を
は
げ
み
給
へ
と
。
照
信
ま
た
其
器
あ
り
て
、
諸
方
へ
出
詠
す
る
が
如
き
は
め
で
ゝ
師
の
添
削
を
ま
つ
こ
と
な
し
。
さ
れ
ど
頗
る
風
調
た
り
き
は
其
門
に
よ
る
が
故
な
ら
ん
か
。｢
ま
ち
て
こ
の
あ
く
る
に
な
が
き
来
ぬ
夜
は
を

み
ん
時
に
か
へ
な
ま
し
か
ば｣
。
812
手
引
糸
屑
下
野
国
佐
野
新
吉
水
の
住
。
綿
糸
を
業
と
す
。
故
に
六
維
園
、
紡
栄
子
の
号
あ
り
。
五
翁
晩
年
の
社
中
に
し
て
性
至
て
愚
鈍
な
り
。
文
書
他
芸
智
な
け
れ
ば
学
ば
ず
、
ま
な
ば
ざ
れ
ば
不
知
、
一
ツ
と
し
て
え
た
る
事
な
し
。
狂
歌
の
拙
き
事
は
、
梓
に
の
ら
ず
番
附
の
低
下
を
以
て
人
知
給
ふ
所
也
。｢
き
ぬ


は
命
を
あ
ふ
に
か
へ
ず
し
て
か
へ
る
つ
ら
さ
ぞ
死
ぬ
ば
か
り
な
る｣
。
813
千
代
松
成
下
総
国
干
潟
万
力
に
住
し
て
世
々
農
家
た
り
。
氏
は
米
木
政
則
、
通
称
を
権
右
衛
門
と
呼
。
狂
歌
は
天
保
の
は
じ
め
の
頃
、
東
都
檜
園
の
門
に
入
て
詠
ず
。
檜
雑
園
、
又
、
千
歳
庵
の
号
有
。
又
算
術
を
好
て
妙
算
を
え
た
り
。
其
余
囲
碁
、
将
棋
に
遊
び
、
分
限
に
随
て
仁
の
道
を
志
す
と
か
や
。
時
に
年
齢
三
十
五
歳
な
り
。｢
心
あ
て
に
あ
す
も
ま
た
み
ん
月
の
い
る
山
の
端
近
く
ゆ
か
ず
も
あ
ら
な
ん｣
。
814
齢
長
樹(
103)
和
一
園
ぬ
し
は
和
泉
国
堺
の
津
の
人
な
り
。
此
人
哥
に
堪
能
な
る
事
は
、
諸
側
の
摺
巻
に
出
た
る
秀
歌
を
見
て
し
る
べ
し
。
或
時
空
は
れ
わ
た
り
た
る
夜
、
月
の
遠
山
に
い
る
を
た
し
み
て
、｢
世
の
秋
を
い
と
ふ
と
も
な
き
月
影
の
い
か
で
か
山
に
い
ら
ん
と
は
す
る｣
。
か
く
よ
み
け
る
を
此
つ
ら
の
友
垣
か
ん
じ
あ
へ
り
と
ぞ
。
815
真
鷹
松
旭
亭
は
出
羽
の
国
天
童
の
藩
士
也
。
一
と
せ
む
つ
き
の
は
じ
め
、
な
に
が
し
と
い
へ
る
行
脚
の
う
た
人
、
真
鷹
が
り
と
ひ
来
て
な
に
く
れ
と
物
か
た
ら
ひ
け
る
時
、
か
の
歌
人
の
い
ひ
け
る
は
、
わ
が
故
さ
と
は
春
に
先
だ
ち
て
梅
な
ン
ど
い
と
う
る
は
し
く
咲
侍
り
。
こ
の
み
く
に
は
寒
さ
つ
よ
く
て
梅
は
つ
ぼ
み
さ
へ
見
侍
ら
ず
。
い
と
く
ち
を
し
な
ど
ほ
こ
り
か
に
い
ひ
け
れ
ば
、
真
鷹
と
り
あ
へ
ず
、｢
我
郷
は
梅
も
さ
け
れ
ど
松
を
の
み
春
の
は
じ
め
の
も
の
と
み
る
か
な｣
。
か
く
な
ん
よ
め
り
け
れ
ば
か
の
う
た
人
、
口
を
閉
て
か
へ
り
ぬ
と
ぞ
。
宗
任
が
な
に
と
か
や
い
ひ
け
ん
に
も
ま
さ
れ
り
と
、
か
の
国
人
の
物
が
た
り
き
。
816
亀
雄(
404)
美
濃
国
高
須
の
人
、
緑
毛
園
と
い
ふ
は
い
み
じ
く
口
と
き
歌
よ
み
な
り
け
り
。
あ
る
と
き
友
ど
ち
つ
ど
ひ
て
、
一
日
百
首
の
恋
の
哥
よ
み
け
る
こ
と
あ
り
し
に
、
亀
雄
は
辰
の
こ
ろ
よ
り
は
じ
め
て
午
の
貝
ふ
く
頃
は
は
や
よ
み
は
て
に
き
。
そ
れ
が
中
に
祈
恋
を
、｢
祈
り
て
も
神
な
し
月
か
う
き
や
わ
が
袖
は
な
み
だ
の
し
ぐ
れ
の
み
し
つ｣
、
契
恋
を
、｢
錦
木
は
い
ざ
取
い
れ
て
契
ら
ま
し
立
し
う
き
名
は
よ
し
く
ち
ず
と
も｣
。
こ
れ
ら
は
か
た
へ
書
せ
し
人
の
お
ぼ
え
て
か
た
り
た
る
な
り
。
817
明
代(
414
・
820)
檜
井
居
は
今
、
檜
園
庵
中
執
事
た
り
。
あ
る
時
、
用
の
事
あ
り
て
田
舎
わ
た
ら
ひ
せ
し
こ
ろ
、
し
ば
し
山
里
に
や
ど
り
も
と
め
て
あ
り
し
に
、
そ
こ
の
川
辺
に
紅
葉
の
ち
り
か
ゝ
る
を
み
て
、｢
か
げ
う
つ
る
枝
の
紅
葉
も
山
川
の
岩
こ
す
浪
に
せ
か
れ
て
や
ち
る｣
。
さ
て
春
に
も
な
り
け
れ
ば
、｢
跡
と
め
ぬ
筧
の
水
も
は
る
立
て
け
さ
は
若
き
に
か
へ
る
を
ぞ
く
む｣
。
こ
れ
ら
の
歌
は
旅
の
日
記
よ
り
さ
ぐ
り
い
で
た
る
也
け
り
。
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818
満
盛(
415)
百
花
園
ぬ
し
は
江
戸
日
本
橋
の
人
也
。
一
と
せ
大
和
め
ぐ
り
と
い
ふ
事
な
し
け
る
時
、
泊
瀬
の
大
ひ
さ
に
額
た
て
ま
つ
ら
ん
と
て
す
ゝ
め
け
る
人
の
あ
り
け
る
に
、
満
盛
は
恋
の
題
な
ん
あ
て
ら
れ
け
る
。
さ
て
か
く
な
ん
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
。
｢
は
つ
せ
山
七
日
こ
も
り
て
祈
ら
な
ん
わ
が
も
の
お
も
ひ
の
花
ざ
か
り
な
り｣
。
ま
た
い
か
な
る
時
に
か
あ
り
け
ん
、｢
つ
ど
ひ
た
る
□ムシ
と
な
い
ひ
そ
秋
風
に
あ
は
れ
を
し
り
て
荻
は
つ
く
る
を｣
。
か
り
そ
め
に
か
く
口
ず
さ
び
た
る
哥
な
が
ら
い
と
心
ふ
か
く
哀
な
り
。
819
明
居(
102
・
303
・
418)
冨
の
門
ぬ
し
、
あ
る
や
ご
と
な
き
御
方
の
賀
の
屏
風
に
名
あ
る
人
々
の
歌
か
ゝ
せ
ら
れ
け
る
と
き
、
明
居
ぬ
し
は
香
久
山
の
か
た
に
て
郭
公
の
な
き
ゆ
く
と
こ
ろ
な
り
け
れ
ば
、｢
郭
公
な
き
ゆ
く
み
れ
ば
香
久
山
の
榊
に
こ
ゑ
の
玉
も
か
く
ら
む｣
。
か
く
よ
み
て
書
つ
け
ら
れ
た
り
け
る
。
い
と
め
で
た
く
な
ん
。
820
明
代(
414
・
817)
檜
井
居
の
あ
る
じ
弥
生
の
こ
ろ
、
友
だ
ち
一
人
リ
二
人
リ
と
も
な
ひ
て
別
荘
な
る
庭
に
あ
そ
び
け
る
こ
ろ
、
築
山
の
も
と
の
池
水
に
魚
の
あ
そ
ぶ
を
み
て
、
か
ら
人
の
魚
楽
と
い
ひ
け
ん
も
か
く
や
、
な
ど
う
ち
ま
も
ら
ひ
た
る
に
、
友
ど
ち
哥
ひ
と
つ
あ
ら
ま
ほ
し
と
せ
ち
に
こ
ひ
け
れ
ば
、｢
底
ふ
か
き
池
の
松
藻
は
水
の
民
ゆ
き
ゝ
の
道
の
し
を
り
な
る
ら
む｣
。
ま
た
千マ
載マ
の
花
の
木
の
間
に
、
鶯
の
こ
ゑ
う
る
は
し
う
な
く
を
き
ゝ
て
、｢
こ
の
春
も
老
せ
ぬ
こ
ゑ
の
う
ぐ
ひ
す
は
花
の
木
か
げ
に
な
け
ば
な
る
ら
ん｣
。
か
く
よ
み
け
る
と
ぞ
。
821
茂
樹(
710)
材
月
園
の
あ
る
じ
、
夏
の
こ
ろ
下
つ
ふ
さ
の
国
へ
行
け
り
。
そ
こ
に
あ
り
け
る
こ
ろ
勝
間
田
の
池
見
に
と
て
い
で
た
ち
け
る
に
、
道
に
て
日
は
暮
た
り
。
さ
れ
ど
夜
を
お
か
し
て
池
の
ほ
と
り
に
い
た
る
に
、
こ
の
ご
ろ
の
あ
つ
さ
に
水
か
れ
て
池
と
も
お
ぼ
え
ず
。
興
さ
め
て
か
へ
り
が
て
ら
、｢
て
る
日
に
は
底
も
ひ
わ
れ
て
月
か
げ
の
水
も
や
ど
ら
ぬ
か
つ
ま
た
の
池｣
。
こ
の
歌
い
み
じ
う
を
か
し
と
て
、
其
名
を
ち
こ
ち
に
き
こ
え
け
れ
ば
、
あ
る
や
ご
と
な
き
君
の
き
か
せ
給
ひ
て
御
前
に
め
さ
れ
て
、
題
給
は
り
て
哥
よ
ま
せ
ら
れ
け
る
に
水
と
い
ふ
事
を
、｢
よ
る
浪
の
花
さ
く
時
も
あ
ら
じ
か
し
世
に
う
も
れ
木
の
う
も
れ
水
に
は｣
。
か
く
な
ん
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
れ
ば
、
い
み
じ
う
め
で
さ
せ
給
ひ
け
る
と
か
。
ま
た
旅
に
あ
り
け
る
頃
、
入
月
と
い
ふ
題
に
て
、｢
て
り
な
が
ら
か
く
る
ゝ
月
ぞ
う
か
り
け
る
う
つ
ろ
ひ
て
こ
そ
花
は
ち
り
し
が｣
。
お
な
じ
頃
、
朝
霜
と
い
ふ
題
に
て
、｢
野
べ
み
れ
ば
は
つ
霜
お
き
ぬ
さ
を
鹿
の
妻
恋
草
も
今
は
か
れ
な
ん｣
。
か
く
心
に
ま
か
せ
て
よ
み
い
づ
る
歌
、
い
づ
れ
も
秀
逸
な
る
は
堪
能
の
人
とムシ
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。
822
影
芳(
609)
一
樹
園
ぬ
し
過
し
こ
ろ
難
波
に
の
ぼ
り
け
る
時
、
か
し
こ
に
あ
り
て
よ
み
け
る
歌
、
｢
国
見
せ
し
な
に
は
の
池
に
竈
所
得
て
蟹
も
ゆ
た
か
に
か
し
き
な
す
ら
し｣
。
お
な
じ
頃
、
も
の
い
ひ
か
は
し
ゝ
女
あ
り
け
り
。
し
の
び
て
よ
ば
ひ
た
る
そ
の
あ
け
の
朝
、｢
心
に
も
あ
ら
ぬ
へ
だ
て
の
か
な
し
き
は
妹
を
そ
が
ひ
に
か
へ
る
き
ぬ

｣
。
女
い
み
じ
う
か
な
し
と
思
ひ
け
る
と
ぞ
。
823
筧
元
住
姓
源
、
名
秋
宜
、
字
叔
徳
、
通
称
菊
田
泰
蔵
。
別
ニ
金
英
園
、
秋
宜
園
、
大
順
堂
の
号
あ
り
。
国
々
県
の
令
に
属
し
て
所
々
に
郡
丞
た
る
事
年
あ
り
。
を
さ
な
く
し
て
父
を
喪
ひ
、
母
のムシ
手
ひ
と
つ
に
人
と
な
り
け
る
が
、
母
和
歌
を
好
み
早
く
よ
り
芳
宜
園
翁
に
従
ひ
て
老
行
末

も
も
の
せ
ら
れ
け
る
に
、
元
住
幼
時
よ
り
い
つ
し
か
と
い
ざ
な
は
れ
て
歌
よ
み
な
ら
ひ
け
る
が
、
天
性
お
ろ
か
な
る
身
に
な
し
う
べ
き
事
か
は
と
、
三
十
近
く
成
て
思
ひ
絶
け
る
も
の
か
ら
猶
名
残
の
忍
ば
る
ゝ
に
、
さ
ら
ば
狂
歌
を
こ
そ
も
て
あ
そ
ば
め
と
て
六
樹
翁
の
を
し
へ
子
と
な
り
、
そ
れ
よ
り
十
と
せ
余
を
へ
て
文
化
の
末
つ
か
た
判
者
の
列
に
入
。
其
後
飛

の
郡
丞
に
移
り
し
よ
り
こ
の
か
た
、
年
々
に
公
務
事
し
げ
く
な
り
け
る
ま
に


、
此
十
と
せ
計
が
ほ
ど
は
ふ
つ
に
怠
り
け
る
が
、
今
と
し
仕
を
罷
め
薙
髪
し
て
名
を
日
宜
と
改
、
下
総
葛
飾
須
田
堤
の
辺
に
さ
ゝ
や
か
な
る
庵
引
結
び
て
閑
居
し
、
庵
の
名
を
撫
性
『
諸
家
小
伝
録』
に
見
え
た
る
人
々
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庵
と
号
し
窓
に
菊
堀
植
て
逸
窓
と
呼
。
今
は
た
昔
の
枯
草
ほ
り
い
で
ゝ
今
様
の
み
や
び
を
加
へ
、
余
命
の
養
ひ
草
に
せ
ん
と
思
ひ
お
こ
し
つ
。
さ
ら
に
檜
の
園
生
さ
て
は

が
い
は
や
の
わ
た
り
あ
な
ぐ
り
さ
ま
よ
ひ
て
、
不
死
の
薬
を
さ
へ
こ
ひ
求
る
に
な
ん
あ
り
け
る
。
本
性
悠
長
に
し
て
も
の
毎
に
は
か


し
か
ら
ず
。
伎
芸
を
い
は
ゞ
弓
ひ
き
馬
に
跨
る
す
べ
少
し
ば
か
り
、
さ
て
は
七
弦
の
琴
ち
と
計
か
き
鳴
す
ま
で
に
て
外
に
能
な
し
。
さ
て
母
な
り
け
る
人
、
老
後
に
及
び
て
わ
れ
も
狂
歌
よ
み
見
ん
と
て
あ
る
日
、
元
住
家
に
人
々
つ
ど
ひ
て
松
間
月
と
い
ふ
を
題
に
て
歌
よ
み
け
る
時
か
た
へ
に
よ
り
ゐ
て
、
老
の
目
に
髭
の
は
え
た
る
顔
と
見
る
松
の
葉
越
の
月
の
か
つ
ら
男
、
と
よ
ま
れ
た
る
を
、
其
日
の
秀
逸
と
は
評
せ
ら
れ
き
。
又
あ
る
時
風
の
こ
ゝ
ち
と
て
床
に
や
す
ら
は
れ
け
る
に
元
住
、
母
の
肩
も
み
さ
す
り
な
ど
し
つ
ゝ
四
方
山
の
こ
と
草
か
た
ら
ひ
あ
へ
る
な
へ
に
、
漬
物
に
あ
ら
ね
ど
人
の
孝
行
は
親
を
お
も
し
と
す
る
が
肝
心
、
と
口
ず
さ
び
け
れ
ば
、
母
や
が
て
、
老
ら
く
の
身
に
は
は
り
よ
り
あ
ん
ま
よ
り
気
を
も
ま
ぬ
こ
そ
薬
也
け
れ
、
な
ど
よ
ま
れ
た
る
事
も
あ
り
き
。
か
ゝ
る
は
か
な
き
こ
と
わ
ざ
か
り
そ
め
に
書
つ
く
る
に
も
、
た
ゞ
忍
ば
る
ゝ
は
十
と
せ
あ
ま
り
五
と
せ
ば
か
り
さ
き
つ
こ
し
か
た
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。｢
雲
の
ゐ
る
岑
と
あ
ふ
が
ん
庭
桜
霞
の
泪
に
花
さ
け
る
日
は｣
。
付
、
収
録
小
伝
者
国
別
一
覧
陸
奥
国
101
緑
千
条[
伊
藤
千
条(
509)]
・
310
苅
安
・
407
千
巻
堂
天
楽
・
409
静
居
・
506
永
良
・
603
実
成
・
604
光
房
出
羽
国
111
和
学
真
名
冨[
真
名
冨(
704)]
・
608
守
鷹
・
815
真
鷹
越
後
国
308
山
路
菊
寿
躬
・
504
瑞
々
・
809
鏡
磨
安
・
810
真
砂
常
陸
国
108
国
史
園
・
110
国
翠
園
繁
樹
上
野
国
802
朝
日
輝
高
・
806
津
田
詮
村
・
下
野
国
302
善
野
真
袖
・
402
釈
思
文
・
812
手
引
糸
屑
上
総
国
410
山
田
稲
城
・
709
泉
清
浄
・
804
滝
守
下
総
国
102
檜
集
園
明
居
[
冨
田
明
居
(
303
・
418)
・
明
居
(
819)]
・
104
吾
妻
春
郷
・
106
津
多
井
万
世
・
107
桂
花
門
・
406
椿
園
長
住
・
512
唐
居
・
513
文
世
・
601
茂
木
広
善(
702)
・
813
千
代
松
成
・
823
筧
元
住
東
都
105
高
殿
梅
明
・
301
守
川
捨
魚[
捨
魚(
510)]
・
313
輝
雄
・
405
敷
嶋
枝
道
[
枝
道(
701)]
・
411
千
秋
・
412
蟹
子
麿
・
413
山
道
明
平
・
415
満
盛(
818)
・
501
霰
音
高
・
607
胤
雄
・
707
鶯
光
世
・
708
徳
賀
・
710
太
山
茂
樹
[
茂
樹
(
821)]
・
801
芦
原
田
鶴
・
807
明
信
武
蔵
国
109
見
奴
琴
喜
吉
[
沢
泉
舎
喜
吉
(
306)
・
喜
吉
(
703)]
・
113
袂
広
好
・
503
月
明
一
・
609
桂
影
芳[
影
吉(
822)]
・
711
光
郷
・
803
窓
雪
・
805
秋
田
広
海
尾
張
国
401
加
藤
琵
琶
彦[
琵
琶
彦(
606)]
・
502
友
雄
・
706
紀
真
和
伊
勢
国
304
神
風
音
信
美
濃
国
307
堀
田
俊
豊
・
404
亀
雄(
816)
飛

国
311
秋
良
・
808
土
川
明
宗
近
江
国
408
吉
住
琴
雄[
琴
雄(
507)]
・
811
釈
照
信
摂
津
国
416
兎
雪
・
705
玉
江
真
舟
河
内
国
605
真
青
和
泉
国
103
秋
夜
長
樹[
齢
長
樹(
814)]
・
309
正
樹
・
508
綾
成
阿
波
国
305
梅
里
・
417
手
束
盧
橘
・
505
千
船
友
風[
友
風(
602)]
無
記
載
112
槇
柱
亭
寄
躬
・
312
呉
竹
直
喜
・
403
台
星
子
痴
嚢
・
414
寺
井
明
代[
明
代(
817
・
820)]
・
511
船
盛
・
514
為
明
補
記
『
諸
家
小
伝
録』
各
編
小
伝
集
の
部
の
翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
、
初
編
所
蔵
者
の
福
島
県
立
図
書
館
、
四
・
五
・
七
・
八九
編
所
蔵
者
の
仙
台
市
博
物
館
、
六
編
所
蔵
者
の
徳
島
県
立
図
書
館
各
位
に
感
謝
し
ま
す
。
― 88― ( 88 )
